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年 頭のご挨拶
（社）

lﾘ1けましておめて＄とうございます。

新年を迎え,1990年が昨年にも増して，会員の皆様を

はじめ，わが国のヨット界にとって良い年て､､ありますよ

う，お祈りいたします。

昨年の外洋ヨット界を振り返ってみますと，外洋ヨッ

トレースのオリンピックと言われている，アドミラルズ

カッフ。において,NORCの"WILL''が第二レース

優勝，シリーズ総合艇別2位を獲得するという快挙を果

たし，日本チームも7位の輝かしい成績を挙げました。

NORCのニッポンチャレンジ1991委員会はアメリカ

ズカッフ羽鰔に向け着々と準備を進め，9月にはアメリ

カズカッフ桃鞠挺6@NIPPON"の起工式がとり行わ

れ，近くその雄姿を海上に浮かべることでしょう。同ク

ルーチームも各国を転戦し，世界に通用する実力を着実

につけつつあり，大いなる成果を期待する次第で､す。

また，国際的外洋レースの面でも，『オークランドー

福岡レース｣，『ハワイ一広島レース｣，「H本海陸|際ヨシ

|､レース」等々力嘩々し〈開催され，成功裡に終了した

ことは喜びにたえません。

一方|韮I内て､､は，多半多難多くの課題と教訓|を残した

年でありました。『ニッポンカッフ･国際ヨシ|、・マッチ

レース」の問題は，ご報告した通りで､ありますが,「オー

ナーシッフ1「アマチュアリズム」のヨットレースにお

ける存り方につき十分な議論を尽くし,NORCとして

の姿勢を明確にしたいと考えます。

｜到内のレースでは，『ｳ羽パールレース」が節301IIIを

迎え,145艇が参加し盛大に挙行されました。このレー

日本外洋帆走協会会長石原慎太郎

スの発足当初から参加した一ヨットマ

ンとして,I-I本の外洋ヨットがよくぞ

ここまて､発展したものだと感慨を禁じ

得ません。また，『第7回ジャパンカッフ］が，長年の念

願て､､あった三浦市に開催地を移し，全日本の名にふさわ

しいレベルの高い大会を行うことができました。

しかし，『鳥羽レース」て､､は荒天のため，少なからぬ数

のリタイア艇，事故艇があり，外洋ヨットの普及と安全

面・技術面の向上とがバランスを保って発展する必要が

あることを痛感する次第です。また，『ジャパンカッフ1

第一戦における五十嵐努君の死亡事故は，かえすがえす

も残念なことて､､ありました。NORCの会員諸兄に主へ
せられては，なお一層航海の安全にご留意いただきたい

と希望します。

運輸大臣在任当時より，心がけてまいりました海洋レ

ジャー振興の諸施策もようやく卿喧にのり，運輸省，海

上保安庁も「快適な海洋レジャーを守り育てる方向へ力

を注ぐ」という施策が一層#錐されるようになってまい

りました。

このような時代の潮流のI-|1にあって，本年は,|-|本外

洋帆走協会にとって，これまて､､にも増して，リーダ、一

シッフ･を発揮し，健全な海洋レジャーの振興・発展・辨

及に努力を傾注すべき年であると考えます。

本年も私は許される限りセーリングを楽しむ時間を作

り，海上て､皆様にお目にかかりたいと思います。

新年にあたり，皆々様のご雌勝と航海の安全をお祈り

いたします。

一一一一Ｇ－一一Ｇ－一一一
壼閏詞一一

一今一一一一一一一一一一今一一
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ア刈カズ･ｶｯブｰﾖｯﾄと金の新時代
（社）日本外洋帆走協会副会長大儀見薫

ニュージーランドの水線長90ftのモノハルと，サンは進水される自信の一番艇て､､ある)。

デイエゴのカタマランとの間て､､行なわれた第271i'1uのア次はフランスの「F－2」…これも三

メリカズ・カップ。をめぐる裁判も間もなく決着がつくこ月に進水の予定とされている。

とになった。ニュージーランドの上告が認められ，アメリカズ．カップ｡もいよいよ本番，

ニューヨークの最高裁て､新年早々 に審議され,l）LI月にはニングの段階から，海上での実戦のう』

判決が出される見通してある。これが法的手段としてはになる。全身をゆさぶるような感動とり

最後のものて､､あり，高裁の判|斬がどのようなものて､､あニッポン．チャレンジの当事者ばかり‐

れ，その決定はファイナルて､､ある。この新しいアメリカズ．カップ艇はイ

｜司じく本年4月の21Hにはわがニッポン．チャレンジのヨットとも違う，迫力満点の詞青ら｜

の新しいアメリカズ・カップ。、クラスの一号艇が，そのる。LOA75ft前後のこの艇は,IO]

勇姿を世に公開することになっている。そのセールナンじ位のかなり大き目のフラクショナル．

バーは「J－3｣。ニュー・アメリカズ・カップ。・クラリアを持ち，バウの先端に突き出たオー

スの三号艇ということだ。一号艇は「’一’」（イタリピンポールは，マストヘッドから取るト

7,11.Moroのシンジケートが早々 と手を挙げ，三月にえる。従来の12mクラスは1906年に制拐

アメリカズ・カップ･もいよいよ本番，今までのプラン

ニングの段階から，海上での実戦のフェーズに入ること

になる。全身をゆさぶるような感動と戦|栗を感じるのは

ニッポン・チャレンジの当事者ばかりではないだろう。

この新しいアメリカズ・カップ艇は従来のどのクラス

のヨットとも違う，迫力満点の詞青らしい性格の艇て翻あ

る。LOA75ft前後のこの艇は,IORのMAXIと同

じ位のかなり大き目のフラクショナル･リク惑のセール･エ

リアを持ち，バウの先端に突き出たオーバーサイズのス

ピンポールは，マストヘッドから取る巨大なスピンを支

える。従来の12mクラスは1906年に制定されたルールに
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よるものだったけれども,新艇はこの極端に重い(バラス

ト重量が排水量全体の四分の三前後を占める)鉛の塊の

ような艇に比べるまて識もなく，画期的な，最高のパ

フォーマンスが期待て､､きるニューヨットて､ある。

1851年にイギリスのワイト島沖の歴史的な第一回のア

メリカズ・カップ°レースは，「帆船」によるレースだっ

た｡これが水線長90フィートのJ－クラスとして発展，

｜州花した第二次大戦前までの約90年間のII寺期が，アメリ

カズ・カップ･の歴史の第一期といえるだろう。第二期

が,．'仕界大戦後の社会・経済状況を反映して採用され

た’「小型」の12mクラスの時代て領ある。アメリカズ．
カップ。．レースの基本条件を定める，このレースのいわ

IjfnoticeともいえるDeedofGift(贈与証書)はこの時,12

mクラスの採用を可能にするため，参加資格の下限を44

へ上で引き下げるよう改正されたのだ｡このクラスによ
るレースは，1958年の第17回目のマッチが初めてである。

12mクラスの時代は1987年のオース|､ラリアのフリーマ

ントル沖のDennisConnerによる「ComeBack｣(カップ。

奪換）劇の舞台となった第26回のマッチまで，9回．29

年間続く。

エクサイティングなニュークラスがいよいよお目見得

する直前の現時点に立って見れば,12mクラスの時代

は，単に30年足らずの短い期間て鹸あったというだけでな
一一 一一

一

〈，アメリカズ・カップ｡の歴史の上では，世界大戦後の

世界緬斉の実情を反'1央した，特殊なフェーズだったと云

える。裁判騒動となった，それこそ異常な,1988年のサ

ンデイエゴ沖海戦が契機となって，ニュークラスが生ま

れることになったわけだが,12mクラスの時代は終る可

〈して終ったのだともいえるだろう。

ニュー･アメリカズ･カップ艇は風と波の状況により多

少の差は当然あるだろうが，上りでは10ktのMAXIに

ひけを取らない性能を持ちながら，リーチンクて譲は抜群

の走りを見せるはずだ。新しいアメリカズ．カップ｡の

レースコースも，スターポード.サイド(風上に向かって

右側)にもう一つのサイド・マークを設定した「s型」と

決定されているが，これも，この新しい艇の豪快なソー

チング性能がフルに発揮されるようにとの配慮からだ。

春たけなわの今年のILI月にJ－3「ニッポンーI」が

どのような走りを見せてくれるか,n本のヨットの歴史

に残る劇的なお披露目となるだろうことは間違いない。

カタマランによる返討ちに終ったサンデイエゴ沖海

（怪）戦は不幸な「事件」だったが，新しいコンセンサ

スに基づく，新艇種．新しいレースコース等が採定さ

れ，すっきりした型の新しいアメリカズ．カップ｡の時代

の幕開けにつながったとすれば，不幸'|1の幸いといえる

だろう。〈9頁につづく＞
一一一.ー－－

年頭にあたって(社）
新年おめて守とうございます。会員の皆様方には既に初

乗りせられたり今年の新しい計画に胸をふくらませてお

られることかと存じます。私も本年が充実した年である

ようにと夢を抱いております。又皆様方及'1本のヨシ|、

界に良い年で､あるようにと心より祈っております。

へ乍年は例年と同じく何名かの会員が外lｪiで､のレースに
参加され，中には立派な成績を残したﾉjもあり，一方ア

メリカズ・カップ。への1ﾘU城は着々と準備が進められてお

り,H本のヨットマンは次第に注目を引くようになって

まいりました。また|玉|内て､､も，年頭のグアムレースを始

めとして，釜山からのアリランレース，真夏の日本海横

断国際レース，太平洋を縦横に結んだオークランドー福

岡，ハヮイー広島レースが開催され,H本のヨット界は

いよいよ本格的な|卦際化の時代を迎え始めております。

ヨッテインク、は，ヨーロッパから始まりアメリカへと

普及していった歴史を持っているため，長らく大西洋両

岸地域がヨットの中心となっていました。しかし，第二

次大戦後，アメリカ西海岸やがてオーストラリア，

ニュージーランド，近年は日本も加わって，太平洋を取

り巻く地域のヨットが次第に勢力を持ち始め，新しい中

心が形成されようとしています。1987年のメルポルンー

大阪レース以来，広い太平洋を結ぶレースが開催される

日本外洋帆走協会副会長秋田博正

ようになったのは，その現れて議はない

かと思います。

11本はヨシ|､の'|!心地域から遠く削

れていたため、｜韮|際的交流が余り活発れていたため，｜玉|際的交流が余り活発とは言えませんで

したが，これからは艇の往来だけて､なく，人の交流も盛
んになって行くに違いありません。ヨッテイングは長い

伝統を持つスポーツだけに，ヨットマンには良いマナー

を身につけた紳士が多く,そのヨットマンの集まりである

ヨットクラブが，その都市も代表する立派なクラブと

なっている例をよく兄掛けます。日本のヨットも相当な

隻数になり,今後急速に増加すると予想されますが,残念

ながら外国から訪れるヨットマンを迎えるべきヨットク

ラブはまだ僅かしかないのが現状ではないかと思います。

最近のマリンリゾートブームで各地にヨットハーバー

の建設が計画されていますが，私達が今まて醸に蓄積した

知識と経験とを提供し，ヨットマンにとって使い易い，

ヨットマンが集ってくるようなヨットハーバーを建設

し，私達がヨットライフを楽しむばかりでなく，来客を

招待て､､きるようなヨットクラブを作るよう努力して行き

たいと思っております。

終りに重ねて会員の皆様方の益々のご多幸とご活躍を

お祈りいたします。
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年へ今月はNORCをエントリークラ

ブとして次回のアメリカズカップに

挑戦する，ニッポンチャレンジの最

近の活動をご紹介しよう。

昨年の8月デンマークで行なわれ

たダニッシュカップで優勝したのを

はじめ，クルーが多数乗り組んだア

ドミラルズカップでも大活躍。11月

のニッポンカップの惜敗も記憶に新

しい。その成果は着々と上がりつつ

ある。新アメIノカズカッパーの建造

の方も'89年9月21日に起工し，今

年の4月22日進水へ向けて着々と作

業が進行している。

昨年来の地道な活動をベースに，

今年は一段の飛躍を期待できる年と

なるはずだ（写真提供：ニッポン

チヤレンジアメリカ杯1991委員会)。

識

ノ】鷲
隆0

ト

America'sCup裁判の行方
逆転､逆転の流れに今春最終判決／

（
｝

’88年911,サンデイエゴで､行な

われた第271II1アメリカズカッう。の

レースの勝敗は，カタマランてﾞ

ニュージーランドを迎え討ったサン

デイ ゴが 勝利 しました。しかし

ニュージーランドは競技艇の違法

（ディードオブギフト）を脈え，

翌'89年311,裁判所はニユージラ

ンドを支持する判決を,1l',しました。

今度はサンデイエゴ側が控訴，’89

年911にはサンディエゴ支持の逆転

判決が,'li!されたのて、す。今度は

ニュージランドが最終審へ持ち込

み，いよいよ今年春に結審すること

になります。長い裁判の終杵はliil時

に次回大会へのカウントタ守ウンとな

ります。

混迷のこの期間，ニッポンチャレ

ンジにとっては1）クルーの体力，

技術のアップ。2)艇建造の基礎研究

開発期間として世界のトップ。クラ

スにステップ。アップ°する好機として

与えられたものでした。

》
》
吟
叶

一
華
率

こ

P＝

｢ミスマッチ」といわれた'88年のアメリカズカッフ・の記者会見
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,､目華

b二?

蜜
一一

｡

●

弓．
誼

壼

遥 ふ‘
裟熱簿
…墓憲
一…4.劃4

蝋
|■■



5 0F応HORf

錘
2年2ヶ月間のクルー合宿の成果
’87年10月浜名湖をベースに合宿

を開始，その後愛知県蒲郡市に本格

的なベースキャンプ･を設置，26ケ月

間にも及ぶ合宿を続けてきました。

26名のクルーは朝6時30分からジ

想像/1!1来ますが，まったく途う世界

て､､す。要求されるのは自己管理なの

です。

今年，新たにクルー（経験者）の

募集を開始致します。「限界そして

夢｣，賭けてみる価値のあるアメリ

カズカッフ切騨f･お問い合せは事務

局(03-575-0537花岡）まて､､。

ム・ブレアー氏（ニューランドの

フシ|､ポールチーム，オールブラッ

クスのトレーナ）が指導するフィジ コングレショナルカップ

カルトレーニンク守メニューを消化

し，朝食後当日の海上トレーニング

に関するブリーフインク、を行い，9

時に,W｣I港。海上トレーニンク、はヘッ

ヘコーチ，ロイ．ディクソン氏のド
リル（練習メニュー）を11没前迄く

り返し，くり返し行います。

夕刻はミーティング，そして待望

の夕食。1日のカロリー摂取量は42

00Kカロリー以上です。アスリート

食はトレーニングの基本とも言わ

れ，コンピュータ－て､､各クルーの食

:lfを管理するシステムが導入されて

います。

息のつまりそうなトレーニングが オーストラリアカップ'89参戦一覧

成績名称月 国

8艇中8位

10艇中8位

10艇中5位

8艇中7位

国別14ヶ国中7位

8艇中優勝

8艇中4位

8艇中4位

ホンコンカップ

コングレッショナルカップ

オーストラリアカッフ｡

リバティーカッフ･

アドミラルズカップ

ダニッシュカップ

コロンバスカップ

ニッポンカップ

月
月
月
月
月
月
月
月

１
３
５
６
７
８
ｍ
Ⅱ

ソ
ク

ヵ
米
豪
米
英
や
米
日

、
ホ
ｙ閏７

リバティーカップ

,1

1

仏

侭L一
」

９ 』’

一

蕊
電蕊＝

熱
蝉

E

~

§【聯

帝調響】

、
直
藝

‘ソ

－－

ニッポンチヤレンジの乗り組んだ日本艇はアドミラルズカツプでも台風の目となった今年のニツポンカツプ。惜しくもオーエンに敗れ4位
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■

ベースキャンプでのトレーニング風景

NewAmerica'sCupClass
"NIPPON"4月22日進水

へ

次回開催地は，今春の最終審判決中て､､すが$GNIPPON''の走り

て鹸決定されます。いうまでもなく，群を抜くものと予測されいています。

アメリカズ・カップ。て畿は海域に合っ現在27m×8mの巨大硬化炉て､､は

たデザインが勝負のポイントとなりマイナス20．て譲保存されたう。リブ。し

ます。しかしニッポンチャレンジ技クﾞ（注）力積層され，75．で硬化さ

術陣（25名）は狐''1のタンクテス|、せる｛↑業が深夜まで､くり返えされて

曳航装置を開発し，数百1i'1,2年にいます。4月22II,蒲郡ベースキヤ

わたる水漕実験の結果、スーパーコンう。て､いよいよ"NIPPON"l

ンピューターを使った性能予測ﾌﾟロ号艇が進水します。

グラムを完成させました。，これを利（プリフ。レク慧：ロ米共同開発の次期

用してデザインチームは究概の船型戦|州機FSXて．も採用されるフ･リブ。

を作り上げ，’89年9月21FI起工しレグとは，カーボンファイバーなど

たのです。にエポキシ樹脂を事前に含浸させた

すて、にコンピューターの巾では御柳素材て､､す。なお,"NIPPO

レースが始っています。現在入手出N''て､は一部ケブラーも使われてい

来うる限りの海外のデザインを分析ます｡）

〆/し

AⅢ'”〃fXiLLEA雁E
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ニューアメリカズカッバーはクリーンなラインになる タンクテストを見る大儀見NORC副会長と山崎NCAC委会長
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建造風景。カーボンなどを使ったハルは黒く，まさにクジラだ

草の根応援団5000名を突破／
’89年2月ポートシヨーで発足しの活動報告を兼

た「草の梱応援|寸I(ポートドナー)」ポートショー，「

は活動の輪を広げ，ついに5000名をジコーナー」て､l

突破しました。ベースキャンプ。に送使った，セーリ･

られるドナーIIIし込み書は毎ll約20建造の状況をおｲ：

玉にもなっています。お立ち寄り下さ↓
‘ご支援をいただくドナーの皆様へ

一

の活動報告を兼ねて，今年の東京

ポートショー，「ニッポンチャレン

ジコーナー」て､は巨大スクリーンを

使った，セーリンク識シーン，そして

建造の状況をお伝え致します。ぜひ

お立ち寄り下さい。

アメリカズカップを囲んて

I
ｰ1

アメリカズカッブのタベ

ニ応ﾝﾁ.ﾚﾝ草0根応援"長木村太郎氏講演会1
i世界力I召見を日本.fIX蒲醜草､恨癖団､熱き支馴輪､巾へ

腐擢

夢

草の根応援団団長木村太郎氏の講演左，南波誠選手の持つのはダニツシユカツブ優勝者に送られたホルン。
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アメ}ノカズ・カッパーの変遷{輪）
"アメリカ"Cメリカ．．。ニューヨーク・ヨットクラブ

の会長であったC・スチーフンスを代表

とするシンジケートがオーナーとな

り，進水後直ちにイギリスへ回航

蒸篭蕊
II

A′

V
/I

I

／

、I
／

、

、

－一

1934年のアメリカズ・カツパー，イギリ

スの“エンデバー"・飛行機製造会社を

持つT・ソッピーズの挑戦であった。迎

え討つ防衛艇は“レインボウ"。“エンデ

バー'’は2連勝してあわやと思わせたが

その後4連敗して野望は潰えた。

30年の長きにわたって使用されてき

た12mの時代も遂に終焉を迎えたcへ
写真はニッポンチャレンジがトレーー

ニング用として使用するJ-5。

/坐／
／／ 〈主な仕様諸元＞

全長：24m

水線長：21.7m

最大幅：5．5，

重量：24ton

マスト全長：32．5m

吃水：4．0m

蝉

〕／

J－1

と
KIj

毛

○
J-5

16名のクルーが乗

り組むニュー・アメ

リカズ・カツパー，
u6NIPPON''のセール

プラン。総工費は約

3億円。今年4月に

1号艇が，7月には

2号艇が進水する予

定だ。このモンスタ

ー同志のマッチレー

スを早く見たいもの

である、

職
投

1

屋寂一

〃
零
』
霊

霧：
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アメリカズ・カップーヨットと金の新時代（3頁よりつづく）大儀見薫

1988年のサンデイエゴにおけるミスマッチをめぐる裁

判事件は，アメリカズ・カップ･の諦挺ばかりで､なく，そ

のための新しい舞台，新しい時代の登場を促した。しか

し，それ以上にヨットというスポーツの歴史を考える上，

で象徴的な事件だったといえる。

というのも，この裁判は結局のところ，ヨットという

スポーツにおける，金とスポーツマンシップ･をめぐる71‐

いだったといえるからだ。

アメリカズ・カップ。には勿論，第一回目から巨額な金

がからんて､､いる。しかし，第一期の「||峨介」からJ－ク

ラスに至る時代のアメリカズ・カップ･はアメリカとイギ

ヘスのエスタブリッシュメントをそれぞれ代表する大富
豪の集う，ヨットクラブとそのメンバー達の果し合いで、

あり，それぞれの艇とレースに投じられた金は当時で､も

想像を絶する，けた違いのものだった。しかし，基本的

にこれはう。ライベート・マオ､－としての性格のものであ

り，賞金を懸けた')することもl'iり前の時代て､､はあった

が，この賞金も，つまるところ{旧1人の意地の張り合いの

現れに過ぎなかった。

アメリカズ・カップ。がヨシ|､マンとヨットクラブの間

のスケールの大きい「スポーツ」としての性格から脱皮

して，本格的事業として成立し，大掛りなメディア・イ

ベントとして広告業界，テレビを中心とするメディア，

そして経済界からも注目されるようになったのは，フ

リーマン|､ル沖の1987年の大会力､らといって良いだろう。

この26111目のカップ｡・レースは文字通り｢大会｣と云う

にふさわしいスケールと内容を侍っていた。一年前のワ

ベレドチャンピオンシップと､､った，フ･し大会を皮切
に,11t界各国から馳せ参じた複数のチャレンジャーの

中からチャレンジャーを選ぶチャレンジャーシリーズも

延々五ヶ月に及ぶ大ドラマとなった。そして，何よりも

テレビカメラが各艇上に持ち込まれることによって，世

界の「茶の間」にこの手に汗を握る迫真のドラマが直接

何百万という視聴者に届けられたことが，アメリカズ・

カップ｡を初めてグローバルな大メディア・イベントとし

て格づけることにつ葱がった。これでオリンピックや

ワールド・サッカーと並んて､アメリカズカッフ｡が一大広

・告媒体として取沙汰されるようになったのだ。

27回目のマッチの開催をめぐる裁判騒ぎは実は、この

巨大なイベントの直接的利権とその波及効果（二千億円

ともいわれた）をめぐる，スターズ．アンド・ストライ

プ。スとサンデイエゴ・ヨットクラブとの争いとして始

まった。それぞれに開催地をめぐる打算と思惑があり，

誰が次の開催地を選ぶ権利があるのかが争点となり，裁

判所の仲裁に持ち込まれ，この間約五ヶ月間，われわれ

も含めて全てのチャレンジャーがカヤの外におっぽり出

されたまま，チャレンジャーとしての態勢作りが全て宙

に浮いた状態におかれた。

しびれを切らしたマイケル・フェイの，ニュージーラ

ンドの90ftモノハルによるチャレンジはこのレースの基

本を定めた贈与証書の条文にⅡ|｣したものであり，裁判所

も正当なチャレンジャーて､あるとされたものだが，その

後の裁判騒ぎと，カタマランとモノハルが同一の土俵てゞ

レースするという極めて変則的な事態を招き，折角のア

メリカズ.カップのイメージに大きく傷が付くことに

なってしまった。

しかし，裁判の71点はフェアーフ｡レーとスポーツマン

シップ。が，どう，保証されるのかといった点にあり．具

体的にはチャレンジャーが選んだタイプ○．サイズのヨッ

トと尋常の勝負になるような同じタイプ｡とサイズのヨッ

トで､ディフェンダーが応じる必要がルール上（贈与証淵：

に照らして）あるのか，葱いのかというﾉ､!､(にあった。

前代未問のこの事件には双ﾉﾉの意地とか面子等，当

事者個人の性格的な要素だとかが複雑に絡んでいること

は否定て､きない。しかし，これだけの深刻な，のっぴき

ならない争いになった本質的な対立点はこのレースの金

もうけの事業としての側面とスポーツとしての側面との

両立し難い相克にあったのて､はないだろうか。

どのスポーツも，その近代スポーツとしての発展の過

程は，本質的に似たようなステップ｡を踏んて､来ている。

殆んどのスポーツが王侯・貴族の雅やかな遊びを原点に

して発ｲ|弓したものだが，ルールが定式化され，「ルール

に基づき強い者が勝つ」－身分．貧富の差なく万人平

等の土俵の上て､競うといった近代スポーツとして脱皮す

るというう。ロセスを経ている。

この段階ではどのスポーツも文字通り「アマチュアに

よる,アマチュアの，アマチュアのための」という性格

が強い。これは金が絡む余地がまだ殆んど無い段階とい

える。

しかし，情報化社会の成熟に伴い，メディアの対象と

してそれぞれのスポーツが注目されるようになると，ス

ポーツもアマチュアの競技という側面とは別に「媒体価

圃という一つの情報商品としての性格を持つようにな

る。マラソン，陸上競技しかり，スキーは勿論，ありと

あらゆるスポーツがこういった二重の性格を持つように

なっていった。

そのいわば総集編としてのオリンピックそのものも，

スポーツの祭典であると同時に，世界最大のイベント事

業としての商業性を合せ持つようになったことはそれ程

古いことではない。
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このスポーツとコマーシャリズムとの係|〕合いの度合

いが深まるフ･ロセスは，スポーツに参加する者の側で

も，そのスポーツ|'1身を|'j己H的として参加するだけで、

なく，そこに，程度の差は色々あれ，生業の場として係

る，いわゆるう。ロが生まれてくることになる。

ヨットは恐らく一爵遅〈，このコマーシャリズムとの

係り合いを持つようになったスポーツだろう。冠スポン

サーが1，l･〈ようになったのも，そｵ1程llI-くはない。個々

の艇へのスポンサーシッフ・力訓荊l1としてi忍められるよう

になったのは1985-88年版のIYRRの改lliからて､､ある」

しかも，この画期的改正の翌年には、極めて異例の措置

として、更にIYRR26条が改正され、それまて．除外さ

れていた国際レース，世界選手権て､､の{|間l々 のヨットに対

する広告表示も可能となった。ORCもこの年の総会てゞ

早速1987年のアドミラルズ・カップ｡て､､この糊ｸﾘを採用す

ることを認め，これが新しい改正26条の迩川第一号と

なった。

ロンドンて､､こういったルール改正が大朏に進められて

いる同じ時期に，南半球のフリーマントルて､､は第26回の

アメリカズ・カップ。・レースカ轍しく展1%'されており，

一挙にこのレースがメディア・スポーツの雄として広告

業界に注目され，かつ商売として評価されるようになっ

たのて､､ある。

第26回の大会は，アメリカズ・カップ。が，従来の金の

たれ流しといった仙lmiだけて､､なく、金が儲かる事業にも

成り得ることをはっきりと示した。このﾂﾐ紙が物を云っ

て，「よしこの次は」と金に目がくらんだというわけてﾞ

はないかも知れないが，次の大会の開催をめぐって醜い

利権争いが展開されたことは偶然て､､はないだろう。

アメリカズ・カップ･の，一対一の格闘技といったその

激しいレース展開は，それまて鹸ヨット・レースには全く

無縁の大衆を引き付け，レースを追うテレビの画面にく

ぎ付けにした。マッチレースそのものはアメリカで､も従

来CAL-40などを使って行なわれて来たが，アメリカ

ズ．カップにならって，それ自体も新しい媒体スポーツ

として急速に伸びていったことは当然の成りゆきといえ

る。

ヨット・レースとコマーシャリズムとの係り合いには

レースに対する冠スポンサーという．いわばもっとも初

歩的段階から，個々の参加艇に金がつくという次のス

テップ。へと急速に進んだ。そして更に，レース参加にか

かる全ての費用負扣をスポンサーが保証し，オ､一ムバ

リュー（媒体価値）のある選手が招待という型でレース

が成立する（マッチ・レースなど）まて､､，一気に進行し

ている。

これに伴って，選手のプロ化の問題が，従来の「セー

ルメーカーは一体プロなのか，アマなのか」といった一

般論的な取り上げかたと違って，レース参加そのものが

10

生業となっている様な選手の特定化とその笠録を制度化

する必要があるのて､､はないかといった所まて､問題が深刻

になって来ているわけだ。

昨年の11月のIYRU大全て最も激しい蒜義の対象と

なったのが，「付則-1｣,いわゆるアマチュア規定の改

正案だった。一昨年の大会では，広告表示に関するIY

RR26条が改13され．それを受けて「付llll-14」が新設

きれた。これはレースを広告の制限の度合いに応じてA

･B･Cの三つのカテゴリーに分けたわけだが，新しい

「付lll1-1」はレース参加者全員を三つのグループに分

け，しかも「プロ」の登録は義務付けようというもの

だった。そして，いわゆる「プロ」から登録料もしくは

「上納金」といった型で，「プロ」なる選手がヨット・

レースてゞ「稼いだ」収入の一部をナショナル・オーソリ

テイもしくはIYRUI'1体が吸い上げることができるへ
うな道を付けようということだった。

IYRU総会の最終IIまでにこの「付Mll-1」の改正

案は八回も書き直され，ようやく八次案が一年のトライ

アルを前提としてその採用がRecommendされるとい

う，当初案からは内容的にも．拘束力という点で､も大巾

に後退したものがようやく承認されるという経緯をた

どった。

従来から外洋ヨットレースを司どるORCの立場は，

外洋ヨットの現実は，セールメーカー・デザイナーなど

の，ヨット業界て､､の仕事を生業している者も，一般の

レース参加者も基本的に同じ立場て鹸レースに参加してい

るのが実情であり,lll「付則-1」で定義されたプロ・

アマの区分けは不明確て､あり，外洋レースの現実にもな

じまないというものて､､あった。NORCの基本的な立場

もこれと同じものて､､あった。

確蠕剛刈鼎｣j郷｛訊鯏ｰ
ロ」の登録の義務付けをもち込んだもので､ある所から，

ORCの会議でも重大な関心を呼んだ。確かに第八次案

で､はﾌﾟロ（グループ3）の定義は従来より明確になった

けれども，問題はその登録の義務づけであり，これはI

YRUがレース・ルールを司ビリ，クラスルールを制定

し，オリンピックを初めとするヨットレースなどを主催

するといった従来の機能に，更にヨットマンI順|身の登録

管理を付加することにつながるではないかということで

あった。

IYRU自体の蒜義の中て’もこれが一番問題とされた

所であり，特にマッチ・レースに参加するような，いわ

ゆる「グループ3」のプロのヨシ|､乗りからは強い反対

が1I1,されていた点て鹸ある。

しかし，賞金付きのう。ロ・サーキットカ様々な型で，

各種提案され，かつ実施されるという一部の流れ力現存

している以上、セールメーカーとかョツトデザイナーと



いった型て､､ヨツ|､産業に係')合っている名･と違い，賞金

レースそのものてゞ「飯を喰っている」名はどうなるんだ

という議論は当然浮上してくることは避けられないだろ

う。

現在,NORCが，そして||堺のヨット界が直面して

いる雌大の問題の一つは，ヨットレースがスポーツとし

てのヨットレースとイベン|､事業としてのヨットレース

という二重構造を持つようになった中て､､，コマーシャリ

ズムとの係り合いとをどう#罐し，整合化できるかとい

う課魑で､ある。

スポーツ団体・スポンサーが，それぞれに，それぞれ

の異った立場をｲ||ﾉfに充分Ⅲ鮒牟尊重し，レースの内容に

ついてはヨットのH1体，それをめぐる広報，メディア戦

坐,等当該ﾚー ｽの｢商品価値｣に係る部分はｽポン
ー（及び代鋤Ii『）といった「分野調整」を前提とし

た，ルール作りと協力関係の確立が急務といえる。

これは排除の珊論という不毛なアプローチて、はなく，

どういう条件とルールで､おﾉﾉ:いの共存共栄関係を確立てﾞ

ロ
I

IOR-R.25ft以下の新艇には

カーボン等使用禁止

昨年のORCの会議は，その前年の会議て鹸の本格的

なIMSの採月lの決定を受けて，その後の世界の外洋

ヨット．レースの現状とIMSの受け入れの実態を踏

まえての政策決定の場となった。詳しい報告は別稿で

カバーするが，要点は，次のとおりで､ある。

1)IORはクランプ｡リF－1レーサーとして,高価，

短命,スポンサー付きのレーシングマシーンとして定

着させる。そのため向う6年間はIORを修正しない

nそして従来の主要な外洋レースでは引き続きIORカ
テゴリーを糸樹寺し,IMSカテゴリーを併用する。

2)IMSはクルーザー・レーサーとして完全に定着

する兄通しがW御きされたとの認識に立って，居住設備

等に関するIMSレギュレーションと一体のものとし

て，新しい多様多種の艇が同一レースを楽しめるよう

なハンデイキヤッフ。ルールとして強力に推進する。

(IMSは急速に普及し,2～3年間にはIORを数

の上では超えるだろう｡）

3）第3のカテゴリーとしてはクラブ･レースて､安直

に連用できる，各種パフォーマンス･ハンディキャッ
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きるかということて㈱なければならないだろう。各種ス

ポーツはヨットより51<からコマーシャリズムとの協力

|對係を多様な型て展開して来たが，そのﾎH互の関係の調

整は必ずしも，スムーズにはいっていないようだ。後発

のヨットの分野で､は様々な試行錯誤のう｡ロセスを経なけ

ればならないだろうが，不要な混乱を避けるには当事者

剛の素直なコミュニケーションが不可欠だろう。

スポンサーが付くこと自体は，他のスポーツの例を見

るもでもなく，広くそのスポーツが社会的に認知され，

支持基盤を座める上で大きく貢献することは'ﾘ1白て､､ある‘

問題はそれぞれの協力関係のルール作りという一点にし

ぼられるので､はなかろうか。

もう一つの大きな課題はIYRRの新しい「付則－

1」が提起している選手登録の問題て､､あり,IYRUの

存り方，ナショナルオーソリティとの係わり方などとも

深く絡んだ問題て､､あるだけに本年度のNORCの最重要

課題として位置づけて，英知と力を結集して取り組まな

ければならないので､はなかろうか。

ﾌﾟの世界がある。NORCのクルーザー・レーテイン

グなど,Scandicap,CHS等々 の分野となる。

4）特にIORのレーテイング25.0ft以下の艇につい

ては，今後IMSと同様いわゆるexoticmaterialの使

ﾊ1は禁止する。これは，昨年12月末以降に建造される，

Rが25ft以下の全rOR艇に適用答れるものと決定｜
された。この主旨は何んとかコストの高騰を押え，小｜

型IORの低落に歯lkめをかけようというもので，艇｜

体,ｱぺﾝデージ.ヂｯｷ､ヂｯｷの艤装品.ﾘギﾝ,｜
スパーとそのフィッテイング等にカーボン，チタ｜

ニューム等の使用が禁止されることになった。ルール’

の表現は「使用で､きる材料」となっているか，ルール‘

の目的とその意味するものは高価な素材と工法（高圧｜

･高温処理など）を禁止しようということて誹ある。

過度的な措置として，昨年中に建造されたことが証

明された艇て、，かつハルデートが本年(1990年）の7

月まて､のものは，例外的にこの規定からは免除され

る，というものて鹸ある。

オーナー，デザイナー，ビルダー等は，この決定の

全文(NORC本部で入手可）を参考にされて対応す

ることをお椎めする。次に英文のままであるが"Fin-

alDrafe''をのせました。NORC副会長大儀見薫

BULLETINON$$EXOTIC"MATERIALSLIMITATION-FAINALDRAFT

Per77zittedM"ericzJs/o7'Yczcﾉzts[/"α9725.0Feero/R6zti7zg.Exceptasprovidedin210.2below,no

yachtratinglessthan25.0feetshallholdavalidcertificateorraceunderthelORifinthestructure

ofthehull,appendages,deck,deckfittings,rigging,sparsandsparfittingsanymaterialisused

otherthanthosepermittedin210．1below.
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l.PermittedMaterials,

A.Wood,reinforcedconcreteandunreinforcedplastic.

B.Plasticreinforcedwithfibreofanyofthefollowingmaterials:glass,polyester,polyamid,

aramidandnaturalfibreexceptthatcarbonmaybeusedinspinnakerpoles.

CIron,steel,lead,copperandtheiralloys;bronze,brass,monelandaluminumofthe5000and

6000series.

D・Inthehullskinanddeckskin,corematerialonlyofwoodorplasticfoamofnominaldensity

notlessthan70kg/m'(4.41b/ft3).

E・Exceptforspinnakerpoles,whereplasticisusedasaconstructionmaterialinhull,deck,

appendagesorspars,thefollowingcuringtemperatureandpressurelimitsapply:

Externallyappliedheatshallnotbegreaterthan60℃(140｡F).

Extemallyappliedpressureshallnotbegreaterthantheambientatmosphericpressureofthe

vacuumbagmethod.

2.DateofApp l i c a t i o n F

A.ForallyachtswithanAgedateofJulyl990orlater,theabovelimitationsapplywithout
exceptlon.

BForallyachts,fromcalenderDatel/1/90theabovelimitationsapplytotheadditionand

replacementofconponents.Exceptfortherepairwithlikematerialofdamagetohulls,deckor

appendages,thelimitationsapplyalsotomodifications.

C.ForyachtsforwhichtheNationalAuthorityissatisfiedbydocumentaryevidencethathull

constructioncommencedpriortocalenderdatel/1/90,thelimitationsshallnotapplytohull,

deckandappendages,providedAgeDateisalsopriortoJulyl990

AnyquestionsregardingtheapplicationofSection210shallbereferredtotheORCChiefMeasurer
underlOR101.

里且

関係各官庁に対するジヤパンカップ第一レースの事故報告

ジャパンカッフ･第1レースの事故に関し,NORCは，

連輸省連輸政策局海洋海事課長，海上保安庁警備救難部

長，第三管区海上保安本部長，横須賀海上保安部長宛に

て11月911下記報告を行った。

－－外帆第89-53号一平成元年11月9日

海中転落死亡事故の報告について

社団法人日本外洋帆走協会専務理事清水栄太郎

「ジヤパンカッフ。・オフショアシリーズ1989」第1レー

スのレース!|1に，ヨシ|、「オッショサン」乗組員が，海

中転落し死亡した事故について，別添「オッショサン乗

組員海中転落死亡事故報告書」のとおり報告します。

なお．本件に関する当協会の意見対策は，下記のとお

りであります。

記

当協会の主要レースで､ある「ジャパンカッフ｡・オフ

ショアシリーズ1989」において，このような事故が発生

したことは，まことに遺憾なことて､､あり，多大のご心捕

ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申しあげます。

当協会としては，今後このような事故の発生を防止す

るため，

l本部における諸会議あるいはﾚー ｽ連絡会議等機会
ある毎に，安全意識を高揚するため，次のことを会

に周知する方針て愈あります。

①ヨットレースは，時には人命に関わる事故の発生

も予想される厳しいスポーツて騨あり．常に安全に関

する注意を怠ってはなら塚いことを乗組員個人が充

分認識したうえて､参加するスポーツて､､あること。

②オーナーは，艇と乗組員の安全確保はオーナーの

責任であることを充分自覚し，艇の耐航|生の保持と

経験豊富な乗組員の確保に全力をつくすとともに，

艇の安全備品の使川方法等を乗組貝に熟知させてお

かなければならないこと。

2当協会のヨットレースにおいては，従前から，レー

ス直前の参加全艇の艇挺会議において，安全意識の商

揚を図るためレースIIﾘ’陸委員会から各艇長に対し，艇

及び乗組員の安全確保ならびに巾j,L走指示書の遵守等に

ついて注意を喚起していますが，今後もなお一層強く

喚起する方針であります。
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第110回理事会議事録 社団法人日本外洋帆走協会

1．日時

平成元年12月2U(iz)13:00～16:45

2． 場所

東京都港区虎ノPI11-15-16

船舶振興ビル10F会議室

3．出席者

理事30名中出席20名委任状10名

（出席）

秋田博正,大儀見薫,清水栄太郎,久保和男,朝河清

今岡又彦，児玉萬平，鈴木康之，林賢之輔，宮坂敬三

へ渡辺修治，柴田邦敏，小林義彦，都築勝利、矢野敏邦
三井祥功，松木哲，岩田行史，末松明，束江正喜

（委任状）

石原慎太郎,'嶋lll武夫,並木茂士,石井正行,|｣｣崎達光

峰田昌矩，川端治夫，秋山福夫，平岡英信，山田東吾

理事以外出席

近藤禎之（会報小委員長）

平野喜美夫(泊地対策委員長）平松栄一(顧問会議長）

4 ．議題

(1)財務報告及び1990年度予算編成方針の提示

(2)ORC及びIYRU会議報告

(3)NORC外洋レース規則の改正

（4）ニッポンカッフ･・マッチレースに関する報告

（5）支部･¥PI1委員会報告

（6）その他

5． 議事

13:00,大儀兇副会長の司会により開会久保常務理
へ

から出席理事は30名て鹸ある旨の報告があり，本理事会

の成立を確認，大儀見副会長が議長となり，議事録署名

人に宮坂、朝河両理事を指名し議事に入った。

議題(1)財務報告及び1990年度予算編成方針の提示につい

て

児玉財務委員焚から，資料に基づき大要次の説明報告

があった。

本年度の収支概況は，①入会金，会費は2900-ﾉj円，予

算対比15%増，前年対比28%増になる見込・②イベン|、

スポンサーによる賛助会費1300万円は該当がな<,未達〈

③登録料は650IjIJI,予算対比16%ig,前年対比30%"

の兇込。④IMS推進費450万円は100万円程度の支出に

終わる見込・⑤ヨット保険は契約者数125を越えたが，

募集費用その他の初期投資があり、収益には余り貢献し

ない。⑥三崎ヨット無線局の建設に関連し，一時の資金

繰に関東支部基金よりの1ヶ月短期の貸出を受けた。⑦

管理費委員会経曲などは予算どおり推移している。③

会報発行費は10%程度増になる。収支（資金繰り）は，

予断を許苔ない間があるが財務状況は全般的に健全に推

移していると考えている。

また，来年度予算編成方針については，①入会金，会

費，登録料、本部支部分担比率等は原則として現行のま

まとする。②IMS振興予算の未執行分は90年度予算に

組み入れる。また帆走委員会枠にIMS運営管理を目的

とする予算を組む。③IORの健全な保護育成を目指す

ため帆走委員会ないしは別枠て、相応の予算処置をする。

④会員名簿発行の実施予算を糺lむ。⑤会報の購読料を会

費から分離させ独立収支を組むことを検討。広告が獲得

できる媒体への脱皮を計る。⑥NORCヨット保険の予

算化と独立した小委員会の設置。⑦KEN-WOOD

CUPサポート経曲の予算化。⑧12Mヨコハマカッフ。，

ニッポンカッフ･サポート経費の予算化。⑨日本海レース

協力に応じた，北海道支部振興~f算は，支部よりの事業

計画提示を侍って行うこととしたい。

大儀見識長から，予算編成方針については，各支部，

各委員会の報告後，それらの発言を考慮にいれて審議し

たいと発言があ')了承された。

各委員会の報告終了後，再度審議され予算編成方針は

~j'承された。

議題(2)ORC及びIYRU会議報告

本年11月ロンドンて開催された上記会議に出席した大

儀兇国際小委委員炎から，資料に基づき，大要次の報告

があった。

世界の外洋ヨットの現状について,IOR艇は､1987

年7021隻．1988年6017隻（チリーを除<),1989年5129隻

（チリーを除く）で。この1年間で約900隻減（米・カナ

ダ醇223隻減、イギリス203隻減西独116隻減等ブラジル

116隻増等）て､あり,IMS艇は,1987年1172隻,1988年

1634隻1989年2700隻で､，この1年間で約1100隻増（ア

ルゼンチン214隻，米・カナダ瀞190()隻，西独128隻増）で、

ある。この数字をもとにORCでは,2～3年後にはI

MS艇は5000隻を超え,IOR艇は漸減するであろう。

今後IMSで､レース運営が可能で､ある，との見解が根を

おろした感がする。IORルールは，今後6年間は変更

せず．メジャーレガッタは,IORにIMSを加え併立

して運営してゆくこととなった。

IMSは，アコモデーションに関する規程(IMSレ

ギュレーション）と一体のものとして運営し、クルー

ザー・レーサーとしての位置づけを明確にする。旧IO

R艇がIMSを取る場合過渡的措置が必要になるが，原

則としてIMSレギュレーションを満たす必要がある。
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但し，デッキの修正を要求されるヘッドルームに関して

は免除しても良いのではないか，ということとなった。

これに関連して，ヘッドルームのアコモデーションを

どうするかについて，次1111理事会に計測委から提案して

もらいたい旨の提議があり，了承された。

さらに，選手のう。ロ化の問題について，詳細な説明・

報告があった。（別槁，大儀見氏年頭所感P9参照）

議題(3)NORC外洋レース規則の改正について

石井ルール委員長に代わり，都築ルール委員から資料

に基づき，この案は,従来の規定をすべて取り入れたもの

でIMS時代の到来を考えると全面的に改正する必要が

あるが，それまて霞の，ワンステップとしての現状に合わ

せた改正案である。旨の提案説明があった。

アマチュア規定に関しては,IYRUで採択された，

新しい付則lのRecommendationとのからみもあり，従

来からの「外洋ヨットには，フ･ロ・アマの区分けはなじ

まない」とのORCの方針を考慮のうえ，更に討議を必

要とするということで留保された。

討議ののち,IMS時代を迎えての全面改正をできる

だけ早期に行なうことを条件として，アマチュア規定に

関する条項は留保のうえ承認された。（提案された改正

案は，別紙(P16)参照）

議題(4)ニツポンカツプマツチレースに関する報告につい

て

大儀見識長から，大要次の説明報告があった。

レース開催まで､の状況は，オフショア(10月号）で報

告されたとおりであるが，その後の経過については，次

のとおりで､ある。

レース開催にあたり,WMC(ワールド・マッチレー

ス・コンファレンス）のハル・レーン氏が来日したが，

ハル．レーン氏の強い希望で11月16日にまずレーン氏と

NORCとの会談が持たれ，引き続き葉山マリーナヨッ

トクラブを加えた三者会談が開かれた。NORC大儀

見，清水,HMYC小田切，木村両氏。

レーン氏は,"WMCの加盟組織はNORCで､あり,N

ORCが降りるということて霞なければその立場を変えるつ

もりはない。しかし一方で､レースの運営そのものはHM

YCが主体となってうまくやっている。今回のように

レースの運営に参画で､きなかった加盟団体と，加盟団体

で､はない組織が運営しているというのは異常て領あり，両

者ともニッポンカッフ。の今後の発展を願うという共通の

原点がある以上，その上に立って今後のレースの成功を

保証できる体勢を作ってもらいたい。葉山マリーナはこ

れに協力してもらいたい。来年1月10日香港で行われる

レースまて領には，収拾策に合意してもらいたい。”との

強い要請があり，三者ともこれを了解し，現在これに向

けて前進中て叡ある。NORCとして，この方向で進むこ

とをこの理事会て確認していただきたい。
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この件に関して多くの理事から，概略，次の発言が

あった。

○レースに参加した選手からは，レース参加は賞金に

は左右されないが，あった方がベターだ。との意見が

あった。

○スポンサーは必らずしも賞金レースに拘泥してはい

なかった。

○NORCの意見をまとめるのには，在京理事会て．な

く，理事会を招集してもらいたい。在京理事会という

会議はないので､，他の名称（総務委員会，○○委員会

等）で表現してもらいたい。

○NORCとJYAとの連絡を密にしてもらいたい。

○この件は，大会の組織上の問題と，賞金レースの問

題に分けられるが，関係者以外ではNORCは賞金
へ

レースにはタッチしないと受止めている。

○賞金レースは，今後避けられない問題であるので､，

賞金レースと，広告に関するレースカテゴリーとの関

係について，明確に対応する必要がある。

○NORC外洋レース規則には，賞金レースは認めな

いことを明確にすべきで､ある。

○NORC外洋レース規則を適用しないレース（興行

レースとて’もいうべきもの)を,NORCが主催するこ

とがあるということを考慮し，これに対応する必要が

ある。

大儀見議長が総括して

l.NORCのポリシーとして，賞金レースについて受

入れるためのルール上の対応を検討する。

2．次回のニッポン・カップ。について

①ノ､ル・レーン氏に対し,NORCはWMCの加盟

団体の地位を放棄しないと明言している。

②次回賞金レースは，認めることを前提に事態の打
へ

開をはかる。

③新しい実行委員会をNORCとHMYCを中心と

して構成する。

④スポンサーと大会運営組織の立場はそれぞれ違う

が，意志の疎通を密にして，今回のようなそごがな

いようにする。

の提案があり，了承された。

議題(5)支部・専門委員会報告

◎帆走委員会

宮坂委員長から,1990年度レーススケジュールの提案

があり，全レースにIMSの場を設けた。このスケ

ジュールは，全国帆走委を招集し，成案として，次回理

事会に提出する。旨の説明があった。

また，ジヤパンカッフ。ではVHFを義務付けにされた

い，との1989年度ジヤパンカッフ。今岡レース委員長から

の要望に対し，その予定であるとの返答があり,IMS

はアコモデーションとワンパックであることについて



は，帆走，計測，ルール各委員会で検討する等につい

て，了解がありレーススケジュールは承認された。

さらに，マルチハルのレースについて,NORCてﾞ

ルールを設定してもらいたいと資料のとおりの要望がき

ている。帆走委の中に，安全・ルール委を含めた研究委

を設けて対応したい，旨の提案があり，了解された。

1989年度ジヤパンカツフ。今岡レース委員長から，資料

に基づき第1レースにおける“オッショサン”クルー死

亡事故に関する報告があった。

◎総務委員会

(1)'90ワールドカップヨットレース(仮称)の開催について

児玉総務委員から，次の提案があった。

12米4艇によるマッチレースを横浜沖て叡開催したいと

里話しが,デニス・コナースポーツからJ坂崎マー
ッテイングを通じてNORCに来ている。9月頃から

具体的になってきたが，レース海面の法制面のクリアー

が必要て､あり，関連業界に対するものを含めてオ､ゴシ

エーション中の段階である。これらがクリアーになって

から,J坂崎㈹がスポンサーを探すということで､ある。

資金･レース運営等は，デニス・コナースポーッが担当し，

NORCは，レースの主催名義及びレース運営の補助を

担当することとなる。これらの条件を前提として,NO

RC主催ということで，実施してよろしいか．との提案

があり,-r承された。

(2)海中転落死亡事故及び衝突事故について

久保常務理事から資料に基づき次の説明報告があった。

ジヤパンカッフ｡における海中転落死亡事故について，

運輸省及び海上保安庁に対し報告書(P.12)を提出した

が，そのなかで,NORCの対策として次の事を報告し

ているのて鹸，今後レースの際には，遵守実行するように

杢亡いただきたい。①ヨットレースは，事故発生も予想
孔る厳しいスポーツであるので，乗組員個人がこのこ

とを充分認識して参加すること。また，オーナーは艇と

乗組員の安全確保について充分自覚すること，を会員に

周知する。②レース委員会は，レース直前の艇長会議に

おいて安全確保に関する注意を従来より一層強く喚起す

ること。

鳥羽パールレースにおけるレース艇の衝突事故につい

て，横浜地方海難審判理事所において調査中であり，第

301ul鳥羽レース中村レース委員長が出頭し，調査を受け

たが，その'繁理事官は，衝突した両艇とも乗組員が航法

等の知識が不足である等の意見を持っている。また，警

察庁から，レースの届をしてもらいたいとの申込みが

あったがこれについての対応を協議していただきたい。

討論した結果．応答を求められた際は,NORCは，海

洋の行事は海上保安庁所管と理解し海上保安庁に届を出

しているので､，海上保安庁と協議していただきたい旨返

答することで､了承された。
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(3)新入会員の承認について

大儀見議長から．資料に基づき，7月1日から10月31

FIまて譲の新入会員は,235名で現在の会員数は計4,141名

である。との報告があり235名全員の入会が承認された。

◎通信委員会

鈴木通信委員長から，平成元年11月から，同2年3月

までの間を期間としマリンレジャー・マリンスポーツに

おける通信手段の確保に関する調査研究委員会が開催さ

れている。NORCからは，通信委員長が出席している。

として会の目的，構成員スケジュール等，資料に基づ

き説明があった。

そのほか，通信の需要動向，通信委員会の来年度予算

案等の説明があった。予算案については，財務委員会へ

提出することとなった。

◎計測委員会

林計測委員長から，大要次の報告があった。

高橋計測員が，ロンドンにおけるORC会議及びIM

Sセミナーに出席した。

現在,CR(クルーザーレーテイング）艇は，駿河湾

近北，玄海、沖縄の各支部を除いた地域で約500隻と

なっている。このように広い地域で､使用されているの

で，本部も協力体制を強固にする必要がある。技術委員

会との分担を明確にしたい。

議題(6)その他について

◎ア杯商標問題

大儀見議長から，ア杯商標問題については，ジッフ・ス

から日本チャレンジ各スポンサーに出されていた損害賠

償(約13億円)事件の裁判が12月8日から始まった。ま

た，ジッフ。スとサンディエゴとの契約に関する件につい

て，ジッフ。スが裁判にかけるとの動きもある。旨の説明

があった。

他に質疑意見等はなく，以上て審議を終了し，16:45

第110回理事会を終~rした。

上記議事録に誤I)のないことを証明し，記名押印する。

平成元年12月21」議長大儀見薫

署名人宮坂敬三

署名人朝河清

本部事務局職員募集

経理穂舞魔'鋤織験喫
勤務･･･9：30～5：30日祝陥土休

待遇…lal5〃円上（向談の上決定）

交辿，出全給，社保完伽

応募…履歴将をllllOII必肴郵送

書顛選考後lili接日旭知

〒105港区虎ノli'llの15の16

船舶振興ピル内4F(504)1911

祉卜､法人11本外洋帆走協会
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NORC外洋レース規則の改正について

本部ルール委員会

去る12月2日開催の第110回の理事会において,NORC外洋レース規則-1988年版一の改正（案）が承認され，

1990年1月1日より，実施されることになりましたのでお知らせします。

尚，上記外洋レース規則の改正条項は次の通りです。

現 行

第3条－1クラスⅦレーティング～16.99

第3条－2出艇申告艇の数がlクラスl艇の象の場合
には上記分類の2クラス以上を単一のクラスとす
ることができる。

第4条-1-(3)XORCに所属しない外国船籍の艇は
．.・・・・IORまたはJORの有効なレー

ティング証明書を有していること。

＝規定な し＝

第4条-2-(1)/(2)/(3)

第4条-2-(2)レースに参加する乗組員については次

の各号を満たすものでなければならない。・・・

・・・全乗組員（含艇長）の過半数は会員である
こと。

第6条－3帆走指示書に示された

ただし，計測委員会の決定に基づく修正時間係数
(TCFまたはTMF等）の変更が毒言う~淀塲苔7言

はこの限りではない。

第8条－7ただし，1989年3月末日まではナショナル
・ジャッジの要件は適用しない。

第10条-3-(3)スタート準備信号以後はエンジンを使
用してはらない。

第10条-4-(2)レース中，安全規則に違反のやむなき
に至った場合には，艇長はフィニッシュ後直ちに
レース委員会に届け出なければならない。この場
合には.．・・・・第11条-2に準じてタイム・ペ
ナルティーまたは失落とすることができる。

第10条-4-(3)前項による届け出がなく，レース後の
検査により安全規則に違反していることが判明し
た場合には，失格またはタイム・ペナルティーを
課すことができる。

第10条-5-(2)艇の全長8.5M～11M字間70mm

第10条-5-(3)艇の全長8.5M未満太さ45mm

第10条－5但し，本規定は1988年4月1日以降に制作
されたセールに適用されるものとする。

第12条［広告制限の緩和申請］

第13条［規則の変更］

改 正

第3条－1クラスⅦレーテ梨ング15.95～16.99

第3条－2出艇申告艇の数がlクラスl艇のみの場合
には最も近いレーティングのクラスに当該艇を編
入し，単一のクラスとすることができる。

第4条-1-(3)NORCに所属しない外国船籍の艇は
・・・・・・IORまたはNORCが定める規

則による有効なレーティング証明書を有しているング証f明書を有している
こと

第4条-2-(1)IYRR付則1-1,1及び1.2の規定
に基づくアマチュアであること。

第4条-2-(2)/(3)/(4)

第4条-2-(3)レースに参加する乗組員については

次の各号を満たすものでなければならない。．．

・・・全乗組員（含艇長）のl/2以上は会員であ
ること。

第6条－3帆走指示書またはエントリー・リスト等に
示された．・・・・・・・・・・・・・・・・・

ただし，計測委員会の決定に基づくレーテざング

(R)の変更があった場合にはこの限りではない。

－削除一

第10条-3-(3)スタート準備信号以後は，前項(1)及び
(2)を除き，エンジンを使用してはならない。

第10条-4-(2)レース中，安全規則に違反のやむなき
に至った場合には，艇長はフィニッシニ後直ちに
レース委員会に届け出なければならない。この場
合には・・・・・・第11条-2及び-3に準じてタイ
ム・ペナルティーを課すかまたは失格とする
ことができる。

第10条-4-(3)前号による届け出がなく，レース後の
検査により安全規則に違反していることが判明し
た場合にば，失格または第11条-2及び-3に準じて
タイム・ペナルテヰーを課すことができる。但し
，タイム・ペナルテ烈一は5％以上とする。

第10条-5-(2)艇の全長8.5M～1lM字間75mm

第10条-5-(3)艇の全長8.5M未満 太さ40mm

第10条－5但し，本規定は1989年5月1日以降に制作
きれたセールに適用されるものと手万・

＝削除＝

第12条［規則の変更．

備考

IORMin，Rating：15.95ft

-IOR105.5B参照一

クラス編入・単一化の方法を明

確にするため改正する。

CRレーティング等を考慮して

改正する。

賞金レース等を考慮して規定す
る。

上記第4条-2-(1)号挿入に伴も
変更する。

実態を考慮して改正する。

実態を考慮して改正する。
計測委員会はレーティング(R)
に関与し，レース委員会がTCF

/TMFに関与する点を考慮して
改正する。

期日経過のため削除する。

適用されないケースを明確にす
るため改正する。

準用規定を明確にするため改正
する。

準用規定を明確にするため改正
し，かつ，安全規則の違反に対
する自己申告の有無並びに前号
規定のタイム・ペナルティーを
考慮し,Min.Percentageを規
定する。

-IYRR-25.2-(b)参照一。

-IYRR-25.2-(b)参照一。

-IYRR-25.2-(b)参照一。

広告表示についてはIYRR26

及びAppendixl4に規定されて
いるため削除する。

上記第12条［広告制限の緩和申
請］削除に伴い変更する。

NORCナショナル・ジャッジ制度に関する規定改正案

王目 行 一 改

第7条－2［ナショナル・ジャッジの資格申請期限］ 7条-2＝削除＝

正 備考

期日経過のため削除する。

へ

へ
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初島卯月レース・同成績表

近畿北陸支部ポイソトレース三井祥功

第15回オレソジカップレース

第6回小笠原レース＜衣笠＞総合優勝関東広報委

第15回オレソジカップレース成績表

強風下の初島卯月レース報告三宅智久

“優勝”に天使のささやき藤沢武司

クラス優勝I我が艇の損害ば軽微なり井上一典

第1回関東ﾐドﾙボー ﾄ選手権･同成績表関東戦ｸﾗ
BMWCUP関東外洋ヨット選手権シリーズ1989

関東広報委・青山

風に吹かなかったがレースは無事終わった古川保夫

大富ぐれ完全優勝の記く衣笠＞鈴木康之

第6回小笠原レースを終わって宮坂敬三

第6回小笠原レース出場の記く友架里＞

白鳥裕市・内田雅晴

三浦一小笠原100時間の旅<NEWTOPCAT>高原俊弥

ディスマストで無念のリタイヤ<NACHI>二村昭治

ﾃ゙ｨｽﾏｽﾄ1220ﾏｲﾙをｼ‘ﾕﾘーﾘｸ‘で

走り切るくあずさ＞杉村直樹

BMWCUP1989関東外洋ヨット選手権ｼﾘー ｽ'成績表

第39回大島レース成績表

関東ﾐﾙボー ﾄ選手権を終えて関東瓢クラプ
サムタイム湘南ヨットフェスティバル1989

第30回鳥羽パールレースにあたって石原慎太郎

「鳥羽パールレース」創世紀の頃

名當英臣・伊神豊・大橋郁夫

鳥羽パールレース30周年に想うこと大儀見薫

忘れられない13年前の興奮小林義彦

第1回レースに優勝した思い出丹羽徳子

く白鴎I>の鳥羽レース名當英臣

第2回鳥羽パールレース思い出す盲玄に渡辺修治

昨日のような第3回鳥羽パールレース大橋郁夫

私のパールレース大矢隆

<HELIOS>のパールレース宮崎順吉

私の鳥羽パールレース岩崎洋右

わが艇の鳥羽パールレース小島基作

「鳥羽パールレース」歴代優勝艇の記録

近藤・芳賀・白崎・古川

鳥羽パールレース小史近藤禎之

鳥羽パールレース記録（第1回～第29回）藤沢武司

'89初島レース成績表官野道

鳥羽パールレース特集号編集後記近藤禎之

鳥羽パールレース特集号ｽﾀｯﾌ･写真提供者会報委員会

疾風怒涛の第30回鳥羽パールレース東海広報委

鳥羽パールレースに思う中村孝

"BEONE"初挑戦,Bクラス初優勝戸塚由理恵

IOR,Aコース優勝“海太朗”戸塚由理恵

BコースクラスⅢ1位の手記宮崎久彦

リタイヤ艇の報告より近藤禎之

4月P8

4月P24

5月P6

5月P8

5月P22

5月P23

5月P24

5月P24

5月P26

1989年

OFFSHORE

索引

NO.166～178

6月P2

6月P2

6月P6

6月P6

表紙

’88ケソウッドカップの摩利支天添畑菫

へ’ｱﾑ･ｱﾌ゚ ﾗ湾ﾌｨﾆｯｼﾆのFOXYLADY松本和久

アメリ カ ス ・ カ ッ プNCAC'91委

ﾆﾙﾑ･ﾌﾘｰﾄ･ｼﾘｰｽﾞのシティ・寒一イ内坪則彦

オレソジ･カップタ景会報委員会

リペルテ・ニクスブレス山本聖司

第28回鳥羽パールレース・スタート風景岡本甫

烏羽パールレース･CRｸﾗｽ優勝のBEONE関東広報委

ｱﾄ゙ ﾐﾗﾙｽ゙ ｶｯﾌ゙ '89で艇別2位の"WILL"添畑菫

JAPANBIGBOATRACE優勝の"ｴｸｻﾄ゙ ｱ”岩瀬喜貞

ジャパソカップ優勝の'@SWING''添畑薫1l

1月P

2月P

3月P

4月P

5月P

6月P

7月P

8月P

9月P

10月P

12月P

１
１
１
１
１

6月P8

6月P9

6月P10

6月P10

6月P18

6月P20

6月P21

6月P22

7月P3

１
１
１
１
１

理事会・総会・代議員会。会長・副会長あいさつ他の記事

年頭 のご挨拶石原慎太郎1月P8

年頭所感新じい時代，新しい課題大儀見薫1月P9

，8 9年年頭に当た っ て 秋 田 博 正 1 月 P 1 3

総会，代議員会，理事会の開催通知大儀見薫1月P14

代議員選挙の結果について大儀見薫1月P14

会長就任にあたって石原慎太郎3月P3
へ

J108回理事会議事録3月P10

日本外洋帆走協会顧問会報告3月Pl2

1989年度第1回関東支部代議員会議事録関東支部3月P13

第 33回関東支部総会 薑 事 録 関 東 支 部 3 月 P 1 4

第11回代議会及び第33回総会議事録4月P18

第109回理事 会議事録8月P26

在京 理 事 会 議事録10月P9

NORC'89ﾆｯﾎ゙ ﾝｶｯﾌ゚ ･ﾏｯﾁﾖｯﾄﾚー ｽの主催を降りる10月Pll

7月P4

7月P10

7月P11

7月P12

7月P13

7月P14

7月P15

7月P16

7月P16

7月P17

7月P17

7月P18

7月P27

7月P35

7月P44

7月P46

7月P46

8月P3

8月P3

8月P6

8月P6

8月P7

8月P8

国内レース関連記事

VOLVOCUP相模湾新春親善レース

第2回新春駿河湾横断ヨットレース

近畿北陸支部ポイントレース

コルム･フリート・シリーズ1989を終えて

コルム・フリート・シリーズ1989

＜シティ・宗一イ＞の挑戦

4日間7レースの長丁場に挑む

コルム・フリート・シリーズ成績表

朝 河 清

望 月 誠

三井祥功

谷川晴彦

ワ
』
、
。
月
４
ｑ
Ｕ
４
ム
ハ
ｂ
（
ｂ
【
Ｉ

ワ
』
？
』
ｎ
凶

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

月
月
月
月
月
月
月
月

１
１
２
４
４
４
４
４

内光行

佐藤昌広

谷川晴彦



18OFFSHORE

CARINOの事故・リタイヤ報告古川浩二銅P9

第30回鳥羽パールレースレース成績表中村孝8月P10

第30回鳥羽レースウェルカムパーティ 鈴木保夫8月Pl2

第16 回 江 ノ 島 ～清水レース8月P13

'89JALPAKCUPオー7｡ルース報告内藤恒夫8月P20

第1回初島Wハンド､レース井上一典8月P22

初島Wハソドレースを終わって藤田弘治8月P23

初島Wハソドレース優勝の記横沢真則8月P23

FRENCHKISSのWハソドレース菱山夕美8月P24

第1回初島Wハンド､レース成績表三宅直晴8月P25

石原裕次郎メモリアルヨットレース'89成績表小沢美弘9月P14

国際化の波にのって！阿波踊りレース瀬川洸城9月P22

駿河湾惟青い風，シャンソンカップ'89望月誠9月P24

石原裕次郎メモリアルヨットレース'899月P28

'89JAPANCUPOFFSHORESERIES速報ｬﾝｶｯ実行委10月P3

JAPANCUPOFFSHORESERIES1989艇別成績表10月P6

五十嵐君の死を悼む10月P8

ｼ‘ﾔﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ第1レースの落水死亡事故について10月P8

近畿北陸支部1989NORCﾎ゙ ｲﾝﾄﾚー ｽ成績表真田恒夫10月Pl5

第25回大阪湾横断レース岡田真-10月P17

“ニクサドア”第9回ｼ‘ﾔﾊ゚ ﾝﾋ・ﾂｸ゙ ﾎ゙ ﾄーﾚー ｽを制す10月Pl8

第9回JAPANBIGBOATRACE成績表10月P20

東海支部オータムシリーズレース成績表10月P20

'89JapanCupSeries特集11･12月P6

SWING僅差の優勝船山泰文11．12月P6

総合2位ArecanBay 植松清11･12月P8

総合3位Aphrodite 大津勉11･12月P8

ジヤパンカップオフシコアシリーズ'89報告
室

今岡又彦11･12月P10Eヨ

:‐ヤパソカップオフシコアシリーズを終え

言 並 木茂士11･ 1 2 月 P l O

“7’ｼｮｻﾝ”クルーの落水死亡事故に関

：-る報告今岡又彦11･12月Pl4

ジ…パンカツプ'89について柳井晋11･12月P15

ジーパソカップ総務の窓から朝河清11･12月P16

三限開催となったジヤパソカップ古川保夫11･12月P16

インスペクシヨソ委員会より大橋且典11･12月P17

ジヤパソカツプ'89を終えて中上川貞次郎11･12月P18

ジヤパンカップ第一レースの事故報告井上一典11･12月Pl8

ジヤパソカツプ'89成績・受賞艇一覧11･12月P21

第34回神子元島レース･第19回八丈レース報告11･12月P31

'89年ミニトソ全日本選手権大会小山祐11･12月P34

第27回小網代カップレース報告飯島征四郎11･12月P36

摩利支天同乗記佐藤彰雄

グアムレースヘの挑戦室井誠

LUCKYLADYイリニージョソ浅生重捷

お父さんガソバル藤田弘治・戸塚由理恵

リタイヤーだけど．"…奮戦記辻本孝司・戸塚由理恵

｢ｺﾝｸ．ﾚｯｼｮﾅﾙｶｯﾌ.1989｣で3勝NCAC'91委

コソグレッツョナルカップ参戦記南波誠

｢アメリカス.カップ｣ホットニュースNCAC'91委

ｵー ｸﾗﾝー 福岡ﾔﾏﾊｶｯﾌ｡1989第1レグ玄海支部

1991に向けて｢ﾆｯﾝﾁｬﾚﾝ｣の活動NCAC'91委

ｱﾘﾗﾝﾚー ｽ第9回日韓親善NTTｶｯﾌ゚ 玄海支部片倉静江

オークランド～福岡ヤマハカップレース玄海支部

オークラソド．福岡ヤマハカップ'89成績末松明

'89アドミラズカップ速報WILL総合第2位

'89日本海国際ヨットレース成績表

ｵｰｸﾗﾝド～福岡ﾖｯﾄﾚｰｽを終わって末松明

広島カップ''89ﾖｯﾄﾚｰｽを終えて小林勝海

HIROSHIMACUP'890CEANYACHTRACE大会成績表

WILL快挙11アド､ミラルカップ総合2位

日本チーム7位

ADMIRAL'SCUP'89SERIESRESULTS

NCAC'91委・添畑鳶

'89日本海国際ヨットレース同ﾚｰｽ実行委員会

日本海国際ヨットレースを終えて早瀬次郎

1位,1位，富た1位，そして優勝！朝河清

く 光 ＞ 航 海 2 , 0 0 7 海 里 服 部 一 良

「三崎ヨット」のサ策一ト運用について坂西正明

'89JAPANSEAINTERNATIONALYACHTRACERESULTS

'901nternational50FeetWorldCupln

Japan 添畑薫ll

'89ニッ薫ソカップ国際ヨットマッチレース11

'90国際50フイートワールドカップイソジャパソ成績表11

2月P8

2月P9

2月Pl1

2月P12

2月P13

4月P21

4月P22

4月P23

5月P3

5月P22

6月P28

7月P41

7月P43

8月P13

8月Pl-

8月P14

8月P16

8月P18

9月P2

9月P4

9月P6

9月P6

9月P7

9月P8

9月P10

9月P12

（

２
８
２
２
３

Ｐ
Ｐ
Ｐ

月
月
月

２
２
２

１
１
１

レース・イベント・その他インフォメーション記事

大阪湾シリーズレース実施要綱内海帆走委

ヒロシマカップ'89へのおさそいﾋﾛｼﾏｶｯﾌ゚ 実行委

'89本部レースについて宮坂敬三

1989年度本部レース・スケジュール帆走委員会

'89JAPANSEAINTERNATIONALYACHTRACE同ﾚーｽ実行委

帆走れニッ策ソ“誇りと栄光”のためにXCAC'91委

'89年度関東支部ﾚー ｽ日程・第12回関東選

手権ﾚｰｽ関東帆走委

関東ﾐﾙ憲一ﾄ選手権開催関東烈ｸﾗ
第2回ﾒﾙﾙﾝ／大阪ﾙﾊﾝドﾚー ｽﾔﾏﾊ･ｵｵｻｶ･ｶｯﾚー ｽ委

「草の根応援団」に関するお願い山崎達光

第6回小笠原レースのお誘い本部帆走委

'89NORCBESTYACHTOftheYEAR

海事思想普及，関東広報委

烏羽ﾊ゚ ﾙーﾚー ｽTｼｬﾂ･ﾃ‘ｻ，ｲﾝの募集東海海事普及委

ｼ゙ﾔﾊ゚ﾝｶｯﾌ゚'89にIMSを追加・第30回

1月P15

1月P21

2月P20

2月P21

2月P26

3月P4

3月P15

3月P15

3月P16

3月P20

3月P24

国際レース関連記事

第5回JAPAN-GUAMヨットレースJGYR委員会1月P2

第5回JAPAN-GUAMヨットレース成績表JGYR委員会1月P7

第5回ｼ‘ﾔﾊﾟﾝｰｸﾞｱﾑレースを終えて加藤忠男2月P2

第5回ｼ，ﾔﾊ゚ ﾝーｸ'ｱﾑ･ﾚーｽ“ﾄﾛﾋ゚ｶ

ﾙｳｲﾝ「讃歌”戸塚由理恵2月P2

4月P14

4月P14
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鳥羽ﾚｰｽのｺｰｽ本部帆走委員会

第6回三浦一伊東相模湾横断ﾖｯﾄﾚｰｽ別部尚司

少年がおじさんになってもヨット(‘裳ヨット梅原啓三

「第30回鳥羽パールレース」の開催東海支部川端治夫

1989第30回鳥羽パールレース実施要項本部帆走委員会

ヒロシマカッフ.開催要項西内海広島ﾌﾘｰﾄ

第2 回東京港ポート 天 国 開 催 内 藤 恒 夫

第6回江ノ島一清水レース開催駿河湾支部

JAPANCUPOFFSHORESERIES'89開催ｬﾝｶｯ実行委

石原裕次郎メモリアルヨットレース'89関東支部

阿波踊りヨットレースは第17回徳島ﾖｯﾄ･ｸﾗﾌﾞ

海外クルージングに行かれる方へ清水栄太郎

大島ラソテ､ブーのお知らせ横浜ﾌﾘｰﾄ橋本博

JAPANCUP登録締切り迫る

ざfしいIYRR-1989~92の適用時期についてﾙーﾙ委員会
ミニトソ全日本選手権in相模湾プレビュー

日本ﾐﾆﾄﾝ協会

大儀見副会長運輸大臣表彰を受ける清水栄太郎

浜岡デ､シカ局業務休止のお知らせ

自衛隊観艦式のお知らせ清水栄太郎

PACIFICSAILINGSCHOOLからのお誘いD.J.Mogle

JapanGuamYachtRaceに関するお知らせ児玉萬平

逗子ﾏﾘーﾅｶｯﾌ゚ﾖｯﾄﾚーｽ実施要項

′90ケソウッドカップのお知らせ国際小委員会11

新海岸局が誕生(VHFにつb,て；ﾛﾗﾝ局の変更）鈴木康之

EPIRBについて安全委，通信委

電話級無線通信士無線従事者受験者講習会の

お知らせ通信委員会

オフショアレースの無線通信に関する提言高田尚之

EPIRB頒布のお知らせ安全委，通信委

高田氏の提言について鈴木康之

高田尚之さんの提言を全面的に支持する大橋郁夫

IMSの計測について計測委員会

ﾉ､ワイ広島レース無線報告津田徹志

ロソグレースの無線について高田尚之

ヨットが海上で利用できる無線電話通信委員会11

パ日、1ハ
宝ノJ上上宝

5月P12

6月P12

6月P12

6月P13

6月P15

6月P22

6月P24

6月P25

7月P43

7月P44

7月P44

7月P44

8月P28

8月P28

5月P14

6月P16

6月P17

8月P29

9月P13

9月P17

9月P18

9月Pl9

9月P21

10月P13

12月P24

総務・財務・法制・泊地対策・会報各委員会記事

NORC団体扱いヨット保険について財務委員会

1988年No.154～1650ifshore索引

''0ffshore''誌カラー版刊行に臨んで近藤禎之

真鶴ウォーターフロント計画について平野喜美夫

XORC団体扱いヨット保険NORC保険デスク

団体ヨット保険海外クルーズ契約NORC保険デスク

団体ヨット保険海外クルーズ契約NORC保険デスク

事故に生きるヨット保険NORC保険デスク

新登録艇の紹介ﾎﾗｲズﾝ6世;SHADOW;海燕

風水害危険の担保条件NORC保険デスク

盗難事故への対応NORC保険デスク

愛艇の価値(‘ま高い方がよい？NORC保険デスク

傷害事故からのアドバイスNORC保険デスク

xORCヨット保険の1年を振り返って児玉萬平11

1月P16

1月P18

1月P24

3月P6

3月P30

4月P26

5月P30

6月P30

6月P30

7月P46

8月P31

9月P30

10月P22

12月P26

8月P30

8月P30

8月P30

9月P16

9月P20

10月P12

10月P14

12月P27

帆走・ルール・海事思想普及・広告特別各委員会記事

1989年度NORCルール委員会名簿ルール委員会

ヨットレースにおける広告表示について石井正行

広告表示に関するQ&A石井正行

4月P15

5月P9

6月Pl4

支部・フ|jート・クラブ・新艇紹介他の記事

呉フリート紹介山下文徳

小網代フリート紹介里吉美恵子

今上陛下と小網代干潟近藤禎之

玄海支部だより片倉静江

新登録艇の紹介KARAKORAM

ｵー ｸﾗﾝ「ー 福岡ﾔﾏﾊｶｯﾌ゚ ﾖｯﾄﾚー ｽ1989玄海･片倉静江

東京フリート紹介内藤恒夫

ヨット西洋事情懐かしのニニーイソグラソド

石田順康・三木貞守

「ヒロツマカッフ．↓89」の安全祈願西内海･小林勝海

大詰を迎えた「ヤマハカップ」レース玄海･片倉静江

マリーナ誕生で活動も本格化柏崎ﾌﾘｰﾄ渡辺正道

新登録艇の紹介パラフレニアソ7世

西洋ヨット事情ノーイーストから五大湖へ

石田順康・三木貞守

博多ヨット基地局が開局玄海･片倉静江

葉山フリート紹介（鐙摺の巻）三浦三生

西洋ヨット事情歴史に甦える<DELIEFDE>

大橋且典，三木貞守

シーボニアブリート紹介平野喜美夫

計測・技術・安全・通信各委員会記事

計測委員会からの報告計測委員会

~PIRB頒布のお知らせ通信委員会

DHARMAI硫黄島沖での浸水についての報告甲斐裕樹

第5回JGYR無線通信に関する報告高田尚之

タ・‐ﾏ沈没事故に関する関東電気通信監理局

の指導鈴木康之

EPIRB頒布のお知らせ安全委，通信委

IMS(そのl),､1988年のORC会議渡辺修治

EPIRB頒布のお知らせ安全委，通信委

IMS(その2)技術委員長渡辺修治

第 1回IMS普及委 員 会 報 告 林 賢 之 輔

ヨット用無線の現状と今後 の 展 望 鈴 木 康 之

「上匡シマカップ'89｣IOR,0RC勉強会田村治久

クルーザーレーテイソグ1989計測委CR部会

ﾘﾌﾚｯｼｭされた“クルーザーレーテイソグ”石井竹彦

第2回IMS推進委員会報告IMS推進委

1989年全国計測委員会報告計測委員会

小網 代湾口に灯浮標 が 完 成 法 制 委 員 会

「NORCｸﾙー ﾚーー ﾃｨﾝ｣とｽｶﾝｨｷｬｯプMARKII渡辺修治

1月P25

1月P26

1月P28

1月P29

1月P30

2月P24

2月P25

1月P15

1月P17

2月P14

2月P17

９
０
２
７
０
２
３
６
９
１
２
３
２
３

１
２
２
１
２
２
２
２

１
１
１
１
１

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
４
４
５
５

3月P18

3月P25

3月P27

3月P28

3月P30

4月P16

4月P24

5月P18

5月P20

5月P28
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新登録艇の紹介INFINI;風神丸；みずねず承5月P30

ｵｰｸﾗﾝドｰ福岡レースの裏方たち玄海､片倉静江6月P26

ｵｰｸﾗﾝｰ福岡レースの裏方たちハ°‐卜2玄海‘片倉静江7月P43

小林和太郎氏の叙勲を祝う会XORC事務局7月P45

新登録艇の紹介ESPOIR,CORVATSCHI7月P45

葉山チャリティーヨットフェスティバル'89戸塚由理恵7月P45

玄海支部だより片倉静江8月P15

近北支部のビ．ワコセーラーたち三井祥功・前渡豊8月P19

新登録艇の紹介

Be-0ne,ARCACHONm,SUMMERTIME,

S CHEHERAZADE8月P30

新登録艇の紹介崇寿Ⅲ，ひねもす-3,XACHI-X,801'9月P20

あちら側の裏方さんﾛｲﾔﾙｱｶﾗﾅﾖｯﾄｸﾗﾌ゙ 玄海･片倉静江9月P25

50年の歴史を誇る手作りフリート

四日市ﾖﾂﾄｸﾗﾌ，鈴木史郎9月P26

マリーナ 建設へ一言玄海･片倉静江10月P21

第7回大原レース玄海･片倉静江11･12月P33

新登録艇の紹介きたたき，ステラ,CharChanll･12月P38

Gib'Sea

アリｶﾄﾚーﾃ゙ｨﾝ‘ｸ゙㈱,㈲ﾊｲﾃｯｸｼｽﾃﾑ,巴工業㈱

東京海上火災保険隙・住友海上火災保険㈱

バルティックヨットジャパソ（株）

Gib'Sea

ｱﾘｶﾄﾚーﾃ‘ｲﾝｸ.㈱,㈲ﾊｲﾃｯｸｼｽﾃﾑ,巴工業㈱

東京海上火災保険㈱・住友海上火災保険㈱

ヤマハ発動機株

アイコム線

東京海上火災保険㈱・住友海上火災保険㈱

バルティックヨットジャパソ（株）

古野電気梯

アイコム様

サントリー㈱

ヤマハ発動機株

長谷エコー蒜レーシ'コン

アイコム梯

バルティックヨットジャパソ㈱

アイコム梯

トーヨーサッシ㈱

ヤマハ発動機㈱

MITSUKOSHI銀座

アイコム㈱

トーヨーサツシ梯

バルティックヨットジャパソ梯

アイコム㈱

トーヨーサッツ㈱

ヤマハ発動機㈱

２
７
８

０
２
２

Ｐ
Ｐ
Ｐ

月
月
月

４
４
４

5月P2

5月P31

5月P32

6月P23

6月P31

6月P32

7月P2

7月P26

7月P47

7月P4F

8月Pと

8月P28

8月P32

9月Pl6

9月P31

9月P32

10月P2

10月P15

10月P23

10月P24

11･12月P31

11･12月P39

11｡12月P40

広告

東京海上火災保険梯‘住友海上火災保険綿

ヤマハ発動機㈱

東京海上火災保険㈱・住友海上火災保険㈱

バルティックヨットジャパソ㈱

Gib'Sea

ｱﾘｶﾄﾚ‘一ﾃ‘ｲﾝｸ'㈱,㈲ﾊｲﾃｯｸｼｽﾃﾑ,巴工業㈱

東京海上火災保険㈱・住友海上火災保険㈱

ヤマハ発動機㈱

1月P31

1月P32

2月P31

2月P32

、
／
』
１
１
△
、
／
』

向
く
Ｕ
〔
く
Ｊ

Ｐ
Ｐ
Ｐ

月
月
月

３
３
３

将来へのしっかりした展望をもっ

て，新時代に踏み出す岐初の年にし

たいもので、す。
へ

Offshore誌もカラー版化して，‐

応の体裁を整え，一年を経過しまし

た。御協力項いた大勢の方々に厚く

御礼申し上げます。

今年は，より一層のIﾉ1容面の充実

を心掛けたいと考えてます。旧年に

相変りませず．皆様の御寄稿の程よ

ろしくお願い申し上げます。特に，

各支部，各フリートの隠れたる名カ

メラマン・名ライターの輩出を編集

局一同期待しております。

新年にあたり，会員各位及び御家

族の御健勝と貴艇の航海安全をお祈

り申し上げます。

平成二年元旦

()ffshore編集局近藤禎之

ノノスタッフー同

な息をひそめるといった感じて，，新

年を迎え，711の崩御，2月2411の

御大喪にあたり，一つの時代が終り

をつげたという感慨にひたったもの

-ァ､､lナ芦
しレノーO

そして昨年は旧隙的にも国内的に

も，また，政治・経済・民生各方1m

て、，大変多くの事件・変革を経験し

た年でした。消衝税，リクルート，

天安門事件，相つぐ総理の交代，ペ

レストロイカ，東欧氏主化，米ソの

冷戦の終えん，ベルリンの壁の崩

壊，保革逆転の参院選，マドンナ旋

風，伊東の海底噴火，サンフランシ

スコ大地震とまきに狂澗怒涛の一年

て，した。新しい時代へむけ大きくう

ねる胎動といったものを感じます。

NORCにとっても昨年は多事多

難の年でした。今年は，ヨットの世

界の価値感・意識の変動に対応し、

●新年号●

〈編集後記〉

会員の皆様，新年明けましておめ

て､とうございます。

平成二年の新年号をお届けします。

新年の松の内に，なんとか発行した

いとOffshore編集スタッフーliil昨年

の暮は大変てゞした。本年は毎月15日

発行（その)jの号をその)1の第一週

に発送）を目標にガンバリたぃと考

えます。

この索引を眺めながら昨年を振り

返ってみますと，平成という新時代

の初年度というより，昭和岐後の年

という印象が強く残ります。昭Ⅱ11

年生まれという小生の歳のせいかも

知れませんが…。

昨年は，昭fll天皇の御病状に全国

民の耳目が集り，その一進一退にみ
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レーサークラス｡･R-30.0以上60,000

円R-30.0未満30,0001-11

クルーザークラス…一律30,000円

乗員登録費……NORC会員2,000

円NORC非会員4,000円

エントリー受付…･･日本外洋IIL走協

会内海支部神戸市長田区大橋町7-

4－7〒653

エントリー締切……平成2年3月10

Hまて領に到着

電話による問い合わせ……0120-00

2520(フリーダイヤル）

ファックス受付…･･･0798-33-2100

外来艇の係留……大阪北港ヨット

ハーバー及び西宮ヨシ|､ハーバーに

おいてレースを含む前後3週間の係

留場所を斡旋します。

,’ 1990コルムフリートシリーズのお知らせ
‐ド記の日程て､､コルムシリーズを実施

します。奮ってご参加下さい。

主催：日本外洋Ⅱ陸協会内海支部

後援：コルム／日本タイマート㈱

協力§大阪北港ヨットクラブ

社団法人関山ヨットクラフﾞ

日程

II1艇申告1990年3月17H(土）

()800～()900

第1レース3月1711(ja)1300~

第2レース3月18II(11)1100~

第3レース3月21HR)1100~

へ､4レース3月241I(t)0930~
第5レース3月24H仕)1330~

雛6レース3月2511(II)1000~

表彰式3月25日(1I)1600~

レースはすべて昼間の三角コースま

たはオリンピックコースによって行

います。

クラスと参加資格

レーサークラス……IORの塊に有

効なレーティングを有する艇て､､R-

18.0フィート以上の艇

クルーザークラス……小型船舶とし

て有効な証書を保有する全長26.0

フィート以上の艇でキール又は，

フィンキールを持ちセルフベーリン

グ装置を有する艇。

艇エントリー費

1989年近北支部NORCチャンピオンカップシリーズ
シヨートデイスタンスコースDATE'89/11/05ｽﾀー ﾄ時刻11:00NNE3～5m/Sec

ｸﾗｽ S A I L 艇名TYPET.C.F着順所要時間修正秒
レー ス 委 員 長 秋 山 福 夫
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NORC保険デスクより“一一

海外ヨシトシッビングサービスのご案内
②見積書をお価けします。

③シッピングサービス委託群をとり

交わします。

④シッピングサービスが開蛉されま
づ一
ゾo

上記申込書等，シッピングサービ

スのご案内についてはご請求くださ

い。ご希望先へご送付申し上げます。

詳細は，保険デスクのフリーダイヤ

ル丑()120-024410までお問合せくだ

さい。
へ

順風献上1

本年もどうぞよろしくお願い致し

ます。

●

新しい年の幕IIHけにふさわし<,

ビッグて華やかな，海外ヨットレー

ス参加艇についての，シッピンク、・

サービスのお知らせて､､す。

保険デスクでは，海外ヨシ|､僻灸

をご案内し，海外ヨットレースや，

海外クルーズに出られる会員の皆様

にお役立ていただいております。

海外でのレース参加ともなります

と，艇のメンテナンスはもとより，

クルーの方々のコンディション，ス

キッパーを中心にしたチームワーク

等，寸暇を'|耕しまずトレーニングに

専念したいと思われることで､しよう。

そこで､，艇の海外への輸送からス

タートして，レース後の日本への艇

の輸送といった，煩わしい手配につ

いて保険によるカバーも含めて，一

貫した安全て確実なシシピングサー

ヒ、スをアレンジしました。

'90ケンウッドカッフ･参力1l艇から

サービス開始を予定しておりますの

て､､，ご利用ください。

＜シッピンク、サービスの概要＞

①艇の往復輸送の手配

②貨物海上保険の手配

③海外ヨシ|､保険の手配

④クルーの傷害保険の手配

なお，艇毎のｲI占I別事|青にも対応で

きる様進めますのて､相談いただけれ

ばと思います。

＜シッピンク，サービスの'-IJ込手I111>

①III込耆をご緒l'!いただきます。

会員の望むヨット保険 ’
｜寸|体ヨット保険は。会貝の皆様の

ご支援をいただき，初年度の契約目

標とした100艇を大きく上回り，橘

実共にU1体保険として許実に実絨を

上げてきています。

'|!途力11入によI)今後益々 ご契約数

が哨加しますと，団体割引率がざら

にIM<なって割安になl)ますのて、，

ひき続きご協力いただきますよう，

お|細い致します。

保険デスクて､､は，会員の皆様の声

を本年度の団体ヨット保険設計に反

映きせていければと，ご契約会員の

皆様にアンケー|､調査を実施致しま

したのて､ご報告させていただきます

ヨット保険のご案内を続けながら

多くの会員の皆様のご意見，ご要望

を伺いました。「こんな|ﾉ1容になれ

ぱすぐ加入するよ，何とかしてよ」

とか，ずい分ﾉ､ツパをかけられてお

りましたのて､､，それらをまとめた形

で､アンケー|､項目を設定しました。

III答期間も10日間と慌しいH程に

もかかわらず，皿収率34％て鞭，関心

の高さを感じました。ご凹答をお寄

せくださった皆様に，この場をかり

て御礼申し上げます。

集計の結果は次のとおりて聯す。

1.船体網j食について

①レーサープラン僻緋|は，

☆高い-45％

妥当て､､ある－18%
へ

安い-15%

②クルーザープラン保険料は，

☆高い-58％

妥当である-39％

EPIRB頒布のお知らせ

通信委員会では，米国製のヨット

用EPIRB(通常型）の輸入窓1-1

となり，会典の便をlxIることにしま

した。現行法の規制で､はEPIRB

塔戦にはSSBまたはVHFの船舟il

局の免許が必要で,EPIRB単独

で､は免箭ﾉ|:がIIXれませんが,l'|艇の安

全確保のため，ぜひとも塒敬をおす

すめします。

●ACRエレクトロニクス製RLB-20

●使川周波数121.5および243.0MHz

●,'l'!ﾉJ75mWO'!睡原!､Iji用電池

●サイズ・砿量il./iさ40.6cm(アン

テナを立てると99cm)､11lI:ff7.6cm、

覗職勺1.8kg

●価格6万18()()II-1(ii!畷税を含む）

★EI)IRBのおll'L込み，および

ご簡問はNORC本部堺務局

(a03-504-1911)まで､。
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③免責金額について．

☆現ｲi通り10万円て､よい-43%

5〃円がよい-33％

20ﾉj円がよい-24%

④セールの批害は袖償されなし、

が,

☆呪ｲj通り免責て叡よい-79％

保険料が向くなってもよいから

補悩してほしい-21%

⑤プロペラ・シャフト類の損害は

補償されないが、

☆現行通り免責でよい-60％

保険料が高くなってもよいから

一補償してほしい-30%
⑥無事故割引について，

☆毎年料率が下がるとよい-93％

呪ｲr通りで､よい－7％

⑦事故艇の割哨について，

☆翌年度割噌料金をとるとよい

-51％

現1j通りて､､よい-45％

2．賠償責任保険について、

①引受限度’億円は，

☆現行通りて､､よい-73％

に希望が多かったのは，無事故割引

の採用と，レーサーフ｡ランとクルー

ザープランのもっとはっきりした格

差という2点です。

これらのアンケート結果を会員の

声として今後の団体ヨット保険の課

題にしてとり上げ，一朝一夕には無

理としても，ひとつひとつ実現でき

るよう，僻食会社と交渉を進めてま

いります。

現在'90団体ヨット保険の内容に

ついて，アンケート結果を十分考慮

に入れた試案を作成し，保険会社と

最終の詰めを行っています。

新パンフレットは,1月中旬完成

予定ですので，ご案内まで今しばら

くお待ち下さい。

団体ヨット保険は，会員の皆様に

育てていただく保険です。会員の積

極的なご協力をいただき，ご契約会

員の声が大きなものになれば，保険

内容を改訂て､､きうる力も大きくなり

ます。これからもよろしくおねがい

申し上げます。

2IEIIIがあるとよい-27%

②1剰I萸料は，

☆妥当である-81％

高い－12%

安い－6％

3．捜索救助費川保険について

①引受限度200万円は＃

☆500万円があるとよい-64%

現行通りでよい-36％

41杲険料は，

☆妥当である-79％

高い-15%

安い－3％

4．搭乗者傷害保険について

①1名引受限度5,000万円は，

☆11HI1Iまであるとよい-54%

現行通りで､よい-46％

②保険料は、

☆妥当て､､ある-82％

高い－9％

安い－6％

以上の選択回答の他に，ご意兄.

ご要望を記述していただきましたの

で．それらもまとめますと、「1倒的

議
匙_､･:"

羊己

灘蕊
線箆機 布HF■無 頒際 V F国

蝉

》
韓

母
＃
八

群
鼻

MR-2001

固定型国際VHF無線機
メーカー：ゼネラル・リサーチ・

オブ・エレクトロニクス

MR-1001

携帯型国際VHF無線機
メーカー：ゼネラル・リサーチ・

オフ・エレクトロニクス

国際VHF帯用アンテナ

メーカー：サガ電子工業

寸法:|.02m

重量:|809

頒布価格：6,700円(同軸ケーブル

5D-FB20m付き）

‐可

無線機は海外ではAPELC○ブ

ランドで売られているもので，郵政

省の型式認定に合格した機種です。

PLLシンセサイザー方式を採用し

ているので，すべての国際VHFチ

ャンネルに対応していますが、免許

上はチャンネルを指定されます。

また、携帯型無線機のみでは免許

交付されませんのでご注意下さい。

ご希望の方はNORC事務局へ申

し込んで下さい。

ロ■■画郵

四画＝■

籠巽
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鱗驚簿 鏡：
鱒4

′畠

蕊
蕊,．

しNoRc1ggO年度C 臼 曰
灘蕊迩鍵 蕊≦蕊

驚
灘
》

1990年度本部レース・スケジュール（案） 本部帆走委員会1989年11月30日

レース名 第10回

沖縄一東京レース

第31回

鳥羽一パールレース

第17回江ノ島

清水レース

第20回

八丈島レース

第6回

グアムレ'一ス

ジャパンカププ

オフショアシリーズ1990

沖縄

↓

小網代（830浬）

（Aコース）

鳥羽

↓

神津島（反時計）
｜
▼

小網代（180浬）

（Bコース）

鳥羽

↓

小網代(150浬）

小網代

↓

八丈島（反時計）

↓

小網代（290浬）

小網代

↓

グアム島・アプラ港

（1400浬）

江ノ島

↓

清水（95浬）

第1レース

第2レース

第3レース

第4レース

第5レース

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

７
７
７
７
７

ヲ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ

ッ
、
ソ
シ
シ
・
ソ

ソ
ｙ
７
ソ
フ

イ
、
イ
オ
イ
ォ

Ｇ

Ｓ
Ｌ

ゴース

運輸大臣杯

プリンス＆プリンセス

オブウエールズ杯

海上保安庁長官杯

航海訂||練所長杯

沖縄県知事杯，沖縄タ

イムス杯，NORC会

長杯，石原杯，その他

パールｶップﾌｨﾝﾗﾝ

運輸大臣杯カップ（CR）

神奈川県知事杯

三重県知事杯

メール・エスプリ杯

シーデ杯

鳥羽商船高杯その他別途に

秋田トロフィ定める賞

駿河湾支部長杯

静岡県知事杯

清水市長杯

藤沢市長杯

その他

運輸大臣杯

海上保安庁長官杯

ミキモトカップ

飛島カップ

コルムカップ

ヤマハカップ

その他

関谷杯

山口杯

シレナ杯

サンバードﾄﾛﾌｨ

他

賞

へ

4／29（日）
12：00

7／27（金）
12：00

ス ター ト 8／4（土）
13：00

10／5㈲インスペクション

10／6(a第1レース

7(日)第2レース

8(月)第3レース

1Ⅸ卿予備日

11㈱第4レース

12㈲第5レース

（)表彰式

1O/7(日）
10：00

12月27日（木）

12：00

:獄鴬寧溌
駕；｡

申込締切 4／13（金） 6／29（金） 7／20（金） 9／28（金）

出艇申告

艇長会議

4／28（土） 7／26（木）

（鳥羽・－）

8／4（土） 10／5（金）
（ ノ

IMS

I～V

ORC-1,NORC-A

グアムレース特別規定

無線機（2MHz～）

推奨備品

VHF,EPIRB必要備品

SSB無線機が無い場

合は，ｱﾙゴｽ必要備品

参加資格 IOR/JOR,IMS
I～V

ORC－l,NORC一A

沖縄レース特別規定

無線機（2MHz～)，

EPIRB，必要備品

８

《
、
』
一

Ｗ
制
揖
か
し

。
１
１
、
肌

〃
ｎ
Ｕ

【
Ⅱ
Ｎ
川

扣
Ⅵ
３

町
一
Ｇ

Ｏ
Ｉ
Ｒ

ｌ
０

IOR/JOR,ｸﾙー Rー

I～Ⅶ

ORC-3,NORC-B

(ｸﾙー ザー Rは別途

定める安全規則）

IOR/JOR，

IMS，

ｸﾙｰR

I～Ⅵ

ORC-3,

NORC-B

IOR/JOR,IMS
I～V

ORC-2,NORC一A

八丈島R特別規定

無線機（2MHz～）

必要備品

IOR，IMS

i～V

ORC-3,NORC-B

シリーズ特別規定

無線機(国際VHF)必要備品

その他の

事項

連絡会議4／13㈲

18：30NORC本部

連絡会議7／13（金）

18：30NORC本部

連絡会議

（ ）

へ

第2回関東ミドルボート選手権のお知らせ

関東ミドルポートオーナーズクラブ

平成2年5月3，4．5，611

相漠弩佐島沖

インショア6本（ベスト4レース"#<)

IOR又はCRの有効なレーテイングを所有の,IOR(20.0-25.9

ft)CR(6.70-8.30m)の艇

総合優勝(IOR,CR),アマチュア賞，シニアポート賞（進水後6

年経過艇）

⑪
②
③
④
⑤

主催

||程

海域

内容

資格

'9 ⑥、賞

middleBoatSenie4

昨年は初Ⅲにもかかわらず，28艇が参加し素H青らしい

レースを展開しました。今年もおおぜいの皆様に参加

して頂き，楽しく謁晴らしいシリーズ・レースにした

いと思います。皆様のご意見，ご提言をお待ちしてい

ます。詳細な実施要項はオフショア次号でご案内させ

て頂きます。

連絡先クラブ事務局青山恒昌TELO3-541-1326
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程（予定）
定予

支
定ですので詳細は本部・各

部へお問い合わせ下さい3“し掌 日ス
○関東支部

1月2日（火）新春相模弩Y､R

4月7H(土）初島卯月R

5月12日(士）初島R.

12日(土)～第13回関東選手権

F,対抗R

5．12第1R.(三角）

5．12第2R.(ｼｮ-IOff)

5.19第3R.(三角）

5．20第4R.(三角）

5．26第5R.(ﾛﾝｸoff.)

へ月26日(土）第40回大島R
8月26日（日）石原裕伽XIIメモリアル

Y.R.

l1月3H(t)第35回神子元島R、

11月2311(f)第28回小網代カップ。R，

8月14日㈹

8月26日(II)

9月9日(H)

9月15日(土）

9月23日(11)

10月6日(土）

10月21日(I1)

10月27日(土）

第18回阿波踊R.

第14回マスカットR・

第9回小豆島レガッタ

第26回大阪湾横断R

1990牛窓町カップ。R

第33回紀伊水道R・

播磨灘R

小豆島R

6月10H(日）スフ。リングS第3戦

8月12日（日）第2回シャンソンカップ

駿河湾横断ファミリーR

10月14日（日）オータムS第1戦

11月11日（日）オータムS第2戦

12月9日（日）オータムS第3戦

○東海支部

4月1日（日）第4回春の野島R

5月3日附第15回五ケ所湾R

3～5H(土)第8回スフ･リングS.R

6月3日(日)第4回ｴﾘｶ記念

三河湾合同R、

9月2日(11)第8回津合同R

9月22日(二D～24日(月)第8回ｵー ﾀﾑS,R

10月7H(H)第4回秋の野島R

10月14日（日）第14回ｲﾁ甥湾合同R.

11月4「1（日）第16回東海R、

○西内海支部

1月14日(II)松山F.初夢R.

2月18H(I1)呉FR

4月7日(」j広島F.インシヨアR

5月4日（金）別府R，

5月13日(II)広島F.O.P.R.

5月20日(II)呉F芸子R

6月2日(｣j広島F柱島R、

7月28日(土)RCC広島カップ｡R

9月22日(土）広島F安居島ラウンド

R，

10月14日(II)広島F.O.P.R.

11月3日(-l:)SKKカップ。R.-

11月24H(｣j呉F・安芸灘ナイトR

つ北海道支部

6月未定H第1回石狩湾R

7月未定日第2回石狩湾R

9月未定日第3回石狩湾R

○近畿北陸支部

1月14日(II)春季S.ll''l戦

2月11日(II)春季S.2,3回戦

3月11日(II)春季S､4回戦

4月15日(11)～22H(日)第4回関西ミニ

トン選手権大会

5月27II(火）サムタイムY.フエス

テイノミル

6月10H(II)夏季S.1,2回戦

7月8日(H)夏季S.3,4回戦

9月9日(II)夏季S.51III戦

11月4日(H)琵琶湖チャンピオン

カップ。

1,2回戦

11日(II)同3回戦

○津軽海峡支部

5月20H([1)第9回セイルカッフ･

第l.2R(三角）

6月23｢I(土）第8回松前小島lul航R

7月8H(II)シナーラ杯Y､R・

望弓21H(:け青悶津軽海峡横断R
34FI(i)第10回醗官湾(JBC)

オーフ･ンY.R.

9月2H(II)シンク守ルハンドR，

9月15H(こけ第13回車畷鋤対黄断R

10月7H(R)ダブルハンドR，

10月21H(I1)納会R、

11月3H(i)第2回ラスト・ラストR

○玄海支部

3月11H(II)インシヨアR

4月8日(II)o・PR

5月3日附～5日出対島s.(仮称）

6月10日(I1)OP.R.

7月8日(1I)0.P.R.

9月15日(II)大原杯R、

10月14日(II)0.PR

11月3日脚～4H(H)OffR

○沖縄支部

2月未定日第8回ルカン礁R

5月未定日第13回那覇一座間味R

6月未定日第4回ブルーオーシヤ

ンY.R.

l1月未定日第7回沖縄本島一周R

注)R.=レース

S.=シIノーズ

Off=オフショア

Y.=ヨット

0.P=オリンピック

F.==フリート

｡内海支部

3月18H(1I)～21日(7N大阪湾コルム

S.RF.対抗R

4月15日(II)第15回舵杯R

5月3日附～5日(士）

第16回オレンジカッフ。R、

7月28日(土）家島郡島一周R

7月29日(II)21世紀カップ°

ファミリーレガッタ

8月13日（月）徳島R.

○駿可湾支部

1月1H(月）新春初Hの出

駿河湾横断R.

1月14日(I_I)ウインターS第1戦

2月11H(H)ウインターS第2戦

3月11日(I_l)ウインターS第3戦

4月8日(H)スフ｡リングS第1戦

5月13日（日）スフ･リングS第2戦

5月27日(H)海人祭R
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逗子マリーナで､はクラブレースの

他，毎年サンタンカッフ｡と逗子マ

リーナカッフ。の二つのオーフ。ンヨシ

|､レースを開催しているが，今回の

逗子マリーナカッフ。はNORC関東

支部レースとして,11月2311に46艇

の大フリー|､で競われた。参加艇は

先鋭のIORボー|､からフアーラー

付のクルージンク、ポートまて、と多種

にわたり，それぞれのレースを楽し

みながら天候と順風に恵まれた初冬

の体Hを真剣に，あるいはのんびり

と過ごした。

年々メジャースポーツとして脚光

を浴びつつあるヨットレースは，

オーナーおよびクルーそして運営メ

ンバーとハーバー，スポンサードす

る協賛団体などが一体となり，はじ

めてレース運営が成立するわけで，

今IuIはあらゆる点て､､手際の良いレー

ス運営がみられたのは特筆される。

コースおよびマークは手慣れた丸

十丸とNORCのメンバーが正確に

設定し，観覧艇に“シナーラ，，を用

意，お茶とサンドイッチをサービス

し，また表彰式とパーティーは逗子

マリーナの職員全員がブレザー着用

でホス|､を務めるなど，マリーナ側

の非常に好意的な運営が完成度の高

いレースおよびパーティーを実現さ

せたと言える。この点は参加者力塗
も高い詔iliを得ていて，今後の名

リーナでのレース運営の望ましい姿

を見たような気がする。

写真提供：逗子マリーナカッブ実行委員会

＃1
蕊

麹
＝

軍ン･‐宍

E~ZDSM

…
，,γ趣入篇、

●一▼●

一

一一
、

琴
》

臺茎一了一一 歯__

ｲ到券した“アーカンベイ "シナーラ，,力観覧船に使われた
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レース経過

コースは北東の風5ノッ|､から12

ノット，時々東に振れるといった風

域の中，10時50分46艇の大フリート

はオールフェアでスタートし，上下

1．5マイルのトライアングルコース

2周に挑んだ。スタート直後は新宿

湾を抜ける風道の特有の風をつかん

だ艇力艇速を伸ばしたが，時々訪れ

るラルでは僅か10m離れるとブロー

ラインから外れるというトリッキー

な凪と岸よりに流れる潮に悩まされ

た。その大フリートから最初に抜け

虫鰯墓就豊熟灘
一

“アーカンベイ'，（フアー40,後藤

オーナー）で，スター|､直後から着

実に艇足を伸ばし第1上マークを

｜､ツフ。回航し，そのまま危なげなく

逃げ切り，ファーストホーム，修正

て、も1位と完全倒券を果した。表彰

式で､はクルー全員がステージから他

の参加者に向かって「アーカンベ

イ」をしてみるというシーンもあっ

た。2位には“ブルーノート”が続

き，それ以降は後半風が落ちたこと

もあり少し遅れて後続艇団が続々と

フィニッシュした。_l位は大型艇てﾞ

占められた中て＄“ジュルピアン”は

第1上マークまでの遅れを着実な判

遮と的確な風と潮の読みで挽価'し，
▲Eで3位に入った。また軽排水量

艇の“ニューズ”は着順で3位に入

る健闘で,IORボー|､ではなくて

も楽しいレースが出来ることを示し

てくれた。その他，ハリヤードトラ

ブルを果敢なマスト上りで解決した

クルージンク艇の“番長”など，楽

しいシーンが随所に見られた。

パーティーで､は賞品として1-1本航

空からハワイ旅行が提供されるなど

盛り沢山の賞品があり‘司会者の

コールに一喜一憂しながら，ホスト

付のパーティーは大いに盛りあが

り，今回のレースの目的の親睦と帆

走技術の向上は充分に達成された。

逗子フリート沼田尚文

⑨ジャイビングマークを回航する“ナジャⅣ”と“アニー

"アーヵンベィ”の「アッヵンペー｣④

'89ZUSHIMARINACUPYACHTRACERESUL丁

順位｜艇名｜タイプオーナー名｜順位｜艇名｜タイプオーナー名

FARR40後藤裕

伊藤41五十井進

ﾖｺﾔﾏ30SR三宅直晴

ﾈﾙｿﾝﾏﾚｯｸ795須田

YR-30Ⅱ能篠秀夫

Y-30CⅡSH古川哲信

ﾖｺﾔﾏ30佐々木康治

ﾔﾏﾊ26C榎本栄治

YA-30SⅡ西脇豊

ﾖｺﾔﾏ30Cﾄｰﾖｰｶﾈﾂ

SWING28原田八郎

J24飛島章

日産J-30I藤原孝一

J－40沢野裕

FRERS38岩田禎夫

SWAN-36大塚修一

ﾔﾏﾊ39R小高敏夫

X－402井上美悠紀

ﾔﾏﾊR34熱田二士行

ﾘぺｯﾁｵ鈴木設矢

ﾔﾏﾊ30CISH飛鳥建設

ﾔﾏﾊ30R星欣延

SWAN53赤坂，勝良
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フ リート紹介関東支部

胤,横浜フリートの巻
抑ル （その1）

昨年完成したベイ・ブリッジ。

右下に岡本造船所が見える

巳

NORC会員の皆様，新年おめてﾞ

とうございます。1990年のフリー|、

紹介のトップ｡バッターとして，わが

横浜フリートについて少々書かせて

いただきます。

現在，横浜フリートには30人強の

メンバーが所属し，謡剥廷は約25隻

基本的には鵺見あたりから観音崎く

らいまでが当フリートの範濤という

ことになっていますが，その多くは

横浜市民ヨシ|､ハーバーと，有名な

岡本造船所前のポンド（元木場）に

もやっています。

市民ヨットハーバーはJR京浜東

北線の根岸駅と磯子駅の中間くらい

にあり，東京から一時間以内。しか

も係留費は格安で，便利さでは湘南

のハーバーを凌ぎます。

一方の岡本造船所は，’89年の夏

に完成しいまや横浜の新名所となっ

横浜市民ハーバー全景

ラーとスポーツカーが一緒に走って

いるではありませんか)。それを踏

まえた上で､，大型の本船が走ったり

停泊しているロケーションの'11を

セーリングするのはなかなか豪快，

涌快なもので､すし，ある意味では，

ヨットが社会的に根付くための一助

にならなくては，とも思っています。

話に聞くオーストラリアのシド

ニー湾のように，ヨットが本船をノー
本船がヨシ|､をおたがいに熟知し

共存できるような海になると素敵な

ことだとおもいます。

ところで，相模湾から東京湾にく

るヨットのために，少しご案内を。

まず，城ヶ島から剣崎のラインに

は，網が大きく張り出しているので

（中央部と剣崎付近の2本)，多少

迂回することになります。剣崎沖は

波も悪く、遊漁船がたくさん出てい

ている「ベイ・ブリッジ」（山下～

大黒埠頭）の横浜側の根元付近に位

置しています。「ベイ；ブリッジ」

付近から奥（横浜方面）は京浜港内

で帆走禁止なので，ここらへんがわ

れわれのセーリンク、海域の北限と

なっています。

ところて関東地方のヨットといえ

ば，計股的には三浦半島の湘南をイ

メージする方が多いかも知れません。

しかし，江戸前の海，東京湾にも

ヨシ|､はいっぱいあるのです。汚

く，しかも狭い不自由なセーリング

海面ですが，なんといっても地元の

海て､､す。皆，愛着を感じてセーリン

ク争しております。

東京湾はいうまでもなく首都圏の

大重加fであり，その交通量は世界で

も有数のものです。昨年は“なだし

お”と“第一冨士丸”の不幸な事故

が起きてしまいましたが，われわれ

束京湾のヨット乗りは，本船などの

業務船をプレジャー・ポートと対立

するものとは決して考えておりませ

んし，交通ルールの重要性も肌で

知っています（海よりはるかに特定

された状況の「道路」上でもトレー

少し古いですが'87年のアシカ島レースの1シーン

_＝－~‐－
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大島への往路ではシイラも釣れました

るので注意

剣崎から久里浜間（金田湾）も浅

い根がありますのて､，ラム・ライン

から内側に入れない方が無難て課す。

久里浜沖のアシカ島とその東側の小

さなブイの間は浅いのて決して通っ

てはいけません。また東京湾フェ

リー（久里浜～金谷）が頻繁に横断

してますので，本当に注意が必要てﾞ

す。そして浦賀～観音崎には2ノッ

トを越える潮があります。潮時を考
へ

て通過するのが利口でしょう。

観音崎からは，有名な浦賀水道と

併走して北上することになります。

浦賀水道は右側通行。横須賀よりが

緑ブイ，房総半島よりが赤ブイ，セ

ンターラインが赤臼ブイとなってい

ます。ヨットは航路に入ることな

く，緑ブイより陸側を航行すべきてﾞ

す。'幅も狭く，クローズホールドの

場合は注意してください。

ところで，神奈川県側にはクルー

ジングに適したポイントはありませ

んが，房総半島に渡れば水もきれい

でおもしろいところもいっぱいあり

ます。ただし，目と鼻の先に見えま

すが，浦賀水道は横|断しないように

してください。特に第3海墜と第2

29

海塗の間は横断禁止になっています。

もしここを渡れば観音崎の海上交通

センターから通報が行き，保安庁の

ポートがあつという間にやってきま

す。

後は海岸付近の工事に気を付け

て，横浜まて鱗やってきてください。

機走であればベイ・ブリッジも通れ

ますし（橋の高さは大丈夫。日本丸

も通れます)，横浜の花火大会など

を海上から見物するのもなかなか良

いものて癖す。

さて，思わず東京湾案内が長く

なってしまいましたが，続いて横浜

フリートの活璽刺犬況についてご説明

しましょう。

当フリートはなぜか大島と関係が

深く，すでに16回を数える「大島ラ

ンデブー」が年間最大の行事です。

これはたとえば横浜からて､､すと真

夜中に出航し，大島漉孚の港に集合。

地元の中学生を乗せて一緒にデイ・

クルージングを楽しみ，夕方から大

島町の方をご招待して大パーティを

行います。一昨年から大島の夏祭り

と一緒に行われることになり，大島

一のイベントともなっています。参

加は多いときで50人近く。8月の上

旬に行いますが，今年は残念ながら

台風とぶつかってしまい延期にな

り，後日小人数て､､の小パーティーを

行いました。今年も関東，中部方面

から多数の参加をお待ちしておりま

す。

6月には館山で「びわ狩りランデ

ブー」を行います。最近は女性の参

加も多く，パワーポートで館山まで

突っ走って行く艇が増えています。

フリート・レースとしては年間6

本のレースを行っています。もちろ

んフリートに加盟していなくても参

加は自由です。そのうち2本は磯子

沖から久里浜沖のアシカ島を往復す

る「アシカ島レース」となってい

て，まあ，東京湾を代表するお祭り

レースといえるでしょう。内輪の話

にな')ますが，京浜港など関係各役

所への手続きなどもなかなか苦労し

0FFWORf

て行っています。

この2年ほど主催しているもの

に，横浜海上保安部と横浜市民ヨッ

トハーバー管理委員会と共催で行う

「安全フェスティバル」があります。

ライフ・ラフトの扱い方や人工呼吸

をはじめ，ヘリによる人命救助訓練

が行われます。これはときどき新聞

にも掲載されるので御存じの方もい

るかもしれません。

後は，昨年行われた横浜博や最近

多くなっているマリン関係のイベン

トなどについても，メンバーはポー

トを出すなど，さまざま迩形で協力

しているようです。

ところで､，個人的にはマリン・

ブームやウォーター・フロントとい

う言葉は，今を去る1989年代（そん

な年代があるのでしょうか？）には

やった「死語」だと考えています

が，東京湾のヨッテインク事|冑も大

きく変貌しつつあります（単なる

ブームで､終らないことを切に願って

おります)。来月は，その中でも特

に伝統ある横浜のヨットの歴史と今

後の姿についてレポートしてみたい

と思います。

横浜フリート橋本博

大島ランデブーの風景。大島町長さんも出席された
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｢ジャパンーグア

今まで『ジャパン～グアムレー

ス」を育ててこられた会員諸兄に

は，ちょっとショッキングすぎるタ

イトルだったでしょうか？

年末から年始にかけて行われる予

定だった『ジャパン～グアムレー

ス」が諸般の事|冑によりキャンセル

になりましたが，キャンセル決定

後，下準備をされていた児玉萬平理

事より，「対馬とク、アムは姉妹島関

係にあるそうて､すね。キャンセルの

ままじゃ淋しいので，これを利用し

てなにかレースがやれないものてﾞ

しようかね」と電話がありました。

「オークランド～福岡ヨットレー

ス』をきっかけに，ただ今マリアナ

スヨットクラブ(M.Y.C.)とは

絶好調の関係にある玄海支部として

異論があろうはずはなく，早速対馬

セーリングクラブ(T.S.C)に

受け入れの準備をお願いしました。

すると今度は対馬側から，「対馬は

グアムだけでなく，釜ll｣とも姉妹島

関係にあるのでこの際，釜山も加え

ませんか？」という提案がありまし

た。早速11月始めに釜山に飛び，韓

国外洋帆走協会(K、O、R.A.)

M、Y･C

30

り

台を対島へ移す!？

の専務理事，趙萬石氏に協力して下

さる様に要請しました。

残るはM.Y.C.だけでした。

毎年5月の始めにはク需アム島一ルョ

レースがあるのて､来てくれるかどう

か心配だったのですが,Raceand

RegattaChairmanのMr.George

Johnsonに通話したところ，「大賛

成1行〈，行く，ゼッタイ行くよ」

と嬉しい返事を貰いました。

ここに,N、0.R.C・玄海支

部主催による,K.O.R.A.-

T.S.C.-M.MC・の合同

レースカ誕生したわけです。

『アリランレース」の時，釜山入

瀞寺間調整の為係留させて裁いてい

る海上自衛隊の竹敷泊地のブイに今

回もお世話になりますが，澄んだ美

しい海にもってきて，あらかぶが

じゃんじゃん釣れ，酒の肴にはこと

かきません。島の人達は穏やかで，

人情味あふれ，海の幸,l1｣の幸にも

恵まれた素H冑らしい島です。

皆さんも今年のゴールデンウイー

クは，この新企画のレースに参加し

ませんか？片倉静江

K、0．R・A

’

レース概要

＊日程

1990年5月3日

10:00艇長会議

17:00"1レーススタート(約50M)

5月4H

18:00ウェルカムパーティ

5月511

11:00第2レーススタート(約15M)

16:00表彰式

＊レース海面

対馬沿岸

＊参加資格

ORCカテゴリー1I1及びNORC設

備規定B

＊賞

ファーストホーム,修ilil位～3位，

抽選による豪華賞品,航空券多数

＊参加料

l艇につき20,000円,1名につき3,

000円（パーティ費用）

＊申込方法

20,000円を添えて玄海支部事務局ま

で
へ

＊申込締切

先着40艇まで（それ以後はキャンセ

ル待ち）

T・S，C
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飼 【希②
申し込みはNORC本部まて

TELO3-504-1911

頒布物品名

エンサイン

illii格

5，150

クラブ伽 2．050

ﾚｰｽ旗

ｸﾗプバージバッジ.

クラブバージタイピン

2，050

2,050

↑エンフレム

(艇名，セール番号なし¥8,250

艇名，セール番号入りY10,300

注方頒布の為，時間がかかります）

1IOR¥2,600

ORC特別規定¥1,050

レベルレース規定¥1,050

lYRRY2､000

），100

レーダ守一リフレクター 4．100

グー
レトローリフレクティブ材 2．()50

テレホンカー|、 1．000

NORCI､レーナー 6－()()(）

VHF無線機MR-2001(固定型）

VHF無線機MR-1001(携帯剛）

|_1illi%WHF滞用ｱﾝﾃﾅ

イーパプ

77．3()(）

吾
74．200

6．7()(）
↑長方形シール￥310

丸形シール￥510

クラブバージシール￥510
61．800

↑ネクタイ（￥5,150）

(消伐税込）

㈲タケウチ
ｴｰｪﾝｼｰ

竹内誠

23O横浜市鶴見区
下末吉1-8-]4

岡安ビル202

1990年度力l〃ター 頒布
価格：1部1500円

各支部のレース日程が入っていま

す。写真はアドミラルズカッフ池を

使用しています。申込は現金書留に

て本部事務局までお願いします。

T:045-584-6650

団体窓口NORC保険デスク
東京都千代田区神田錦町1－9天理ビル

東南興産株式会社東京営業所内

TEL:0120-024410FAX:03-295-6390

F:045-584-6656

笹岡損害

保険サービス

笹岡耕平

538大阪市鶴見区

浜2-4-47

T:06-911-2017

F:06-911-1649

NORC認定代理店一覧 保険の
カトー

加藤幸雄

422静岡市石田

3－15－5

『:0542-81-3928

FA名称・会員名 〒住所 TEL・FAX F:O542-83-l316
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,辱畷所
行ﾉ'1昇

107束京都港区赤坂
3－1－2

AIU赤坂ビル

248鎌倉市

由比ヶ浜2-17-22

T:03-586-6297 T・I。C

田中斎英

T:03-405-8269

F:03-584－6203

210横浜市鶴見区

市場大和町4-1

仙台屋ビル202

T:045-503-5377 475半田市亀崎

6-80-14

KATO

加藤繁雄

オ フ ィ ス

・ マリン

ニ階堂隆

T:0569-28-2340

F:045-503－1406

根岸

保険事務所

根岸径 樹

198青梅市新町848

新町台ﾏﾝｼ雪ﾝ107

733広島市西区

天満町3-19-203

T:0482-31－5894 ｻﾄｰ

ｲﾝｼｭｱﾗﾝｽｵﾌｨｽ

佐藤克則

T:082-293-0860
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F:082-231-5231

㈱
ピーアイエー

秋岡康夫

107東京都港区赤坂
3－1－2

AIU赤坂ビル

鈴木総合

保険事務所

鈴木幹夫

475半田市吉田町

4－108－1

T:03-586-4411 T:0569-27-5051 君刀困

F:03-583-2696 F:0569-27－658］

㈲T・A

・代理店

酒井直 樹

107東京都港区赤坂

3－1－2

AIU赤坂ビル

㈱ファミリー

旅行社

寺田順

T:O3-583-O783 501-01三重県

度会郡南勢町船越
3113

T:05996-6－0933

今月の表紙：50フィート・ワー

ルドカップ。・イン・ジャパンでの

&WVILL"(左)と"Bengal"

（撮影／添畑薫）

F:03-584-6269 F:05996-6-0341

㈱太陽保険

事務所

山口憲二

lO7東京都港区赤坂

3-1-2

AIU赤坂ビル

知久

保険事務所

知久良広

73O広島市中区

富士見町2-9-103

T:03-586-3511 T:082-244-5380

F:03-586-65羽 F:082-244-5381

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911～3〒105

郵便振替番-号2-21787

印 刷明宏印刷株式会社

OFFSHORE第177号、F成2年1)11511発行
毎月1回15H発行

昭和52年7月21日弗三繩郵便物認可

1部定価300円（郵送料46円）
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軽量､そして優れた耐久性。‐7
吋

厳選されたマテ'ノアルと独自の工法によI)、40．

9bの軽晶化､200"りのハル強度を実現(G.R.P.製
二

同型艇比)。コストか品質かとい弓選択では、断?

同として後者を優先させる。決して妥協を許さ

ない「質」へのこだわりから生まれた確かな手

応え。走りの喜びを余すところなく味わえ、乗

る人を選ぶステイタスヨットです。
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